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日にち
12月カレンダー2014. DECEMBER.CALENDAR

行事名・時間・会場など

■ 時　間　9：30～15：30
 「ほのぼの広場」は、各地区★印の会場で開催します。

● 12月４日（木）　10：30～
　支援講座「クリスマス飾りを作ろう」講師：保育士

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報
交換」「育児相談」などに利用ください。

【問合せ】 子育て支援センター ☎７７2－7754

★大和会場：大和庁舎（３Ｆ）
　毎週 月・火・木曜日

● 12月10日（水）　10：30～
　支援講座「クリスマス飾りを作ろう」講師：保育士
※どの会場にも参加できます。予約は不要です
　保険料として1人10円をお願いします

★塩沢会場：塩沢庁舎（北棟２Ｆ）
　毎週 火・水・金曜日

● 12月９日（火）　10：30～
　支援講座「クリスマス飾りを作ろう」講師：保育士

★六日町会場：ふれ愛支援センター（２Ｆ）
　毎週 月～土曜日
　※土曜日は入園している未満児クラスの人も利用できます

12月６日～14日
ウェブサイト

●人口 59,734人（先月比 ３）
●男 29,210人（先月比 ６） ●女 30,524人（先月比 －３）
●世帯数 19,689戸（先月比 １）

市民の動き
（平成26年10月末日現在）

12月12日（金）　13:30～16:00　塩沢老人福祉センター
12月15日（月）　13:30～15:30　働く婦人の家〔浦佐〕
12月24日（水）　14:00～16:00　本庁舎
【問合せ】総務課　防災庶務班 　☎773-6660
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救急医療当番

●　脳神経外科の休日救急医療　齋藤記念病院　☎773-5111
（診療時間：土曜12：00～翌朝6：00、日曜・祝日6：00～翌朝6：00）
※服用している薬がある場合は、お薬手帳や服用している薬をお持ちください。乳幼児
　の受診の場合は、母子手帳をお持ちください

●　休日救急診療所の所在地
市役所本庁舎南分館
（旧南魚沼市保健センター内）
☎773-6688（日曜・祝日のみ）
●　新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025-288-2525
休日の夜間に子どもの具合が悪くなった
ときに利用ください。経験豊富な看護師が、必要に応じ
て医師のアドバイスを受けながら相談に応じます。
（土曜・休日19：00～ 22：00）
◆　医療機関の適切な利用に協力をお願いします　◆
通常の診療時間のほうが医師やスタッフも揃っているの
で、夜間より適切な治療が受けられます。できるだけ通
常の時間に受診しましょう。また、医療や健康のことを気軽に相談できる
「かかりつけ医」を持ちましょう。病状に応じて適切な病院や医師に紹介
してもらえるので、いざというときも安心です。

日にち 受付時間 医療機関 電話番号診療科

2014.12
DECEM

BER

14●日 城内地区第３回「そだち学級」
10：00～11：30　城内地域開発センター

ヤングプラザ　クリスマスケーキ教室
18：30～21：30　塩沢公民館

11●木
10●水

コミュニケーション・セミナー
14：00～15：30　子ども・若者育成支援センター

12●金 乳幼児おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

25●木 第１2回農業委員会総会
９：30～　大和庁舎３階 旧議場

21●日 猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　FMゆきぐに

16● 第１回「親子サロン」
10：00～11：30　市民会館

米倉医院内科

外科

13：30～16：00 ７78－１121
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 ７77－2111

ゆきぐに大和病院 ７77－2111

坂内医院内科

外科

13：30～16：00 ７７6－２０15
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00 六日町病院 ７7２－7111

六日町病院 ７7２－7111

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 ７73－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 六日町病院 ７7２－7111

６日
 （土）

7日
 （日）

13日
 （土）

14日
 （日）

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 ７73－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 ７77－2111

★市消防本部のテレホンガイド　☎782-1991や

　でも当番の確認ができます。

自然・人・産業の和で築く安心のまち
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20● 読書のつどい
14：00～15：30　南魚沼市図書館 多目的室土

六日町地区第４回「そだち学級」
10：00～11：30　ふれ愛支援センター

大和地域第３回「そだち学級」
10：00～11：30　大和公民館

13● 五十沢地区第４回「そだち学級」
10：00～11：30　五十沢地域開発センター土

◆今月の表紙
　11月３日（月・祝）開催の「しおざわ秋の収穫祭」で行われた塩
沢織物の機織り体験。糸を1本１本丁寧に織り込みます。

必ず受診前に電話で症状を伝え、対応が可能か確認してください

「塩沢織物の機織り体験」
～きれいな織物になぁれ～

「塩沢織物の機織り体験」
～きれいな織物になぁれ～

　2014年も残り1か月となりました。今年は、南魚沼市市制施行
10周年を記念し、多くのイベントが開催されました。後半のイベン
トで悪天候のときもありましたが、いつもの年に増して皆さんも楽し
まれたのではないでしょうか。多くのイベントを取材させていただ
いた本年に感謝し、気持ちを新たに来年からの取材に励みたいと
思います。 （秘書広報室　阿部）
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〒949-7101 南魚沼市五日町640-1　 ☎776-2041 / FAX 776-2042

◆ 全校児童数　89人　◆ 職員数　13人　※ 4月１日現在

南魚沼市立五日町小学校 ９
シリーズ

シリーズで南魚沼市立の学校を紹介します

キルギス共和国
（公用語） キルギス語・ロシア語
（首　都） ビシュケク
（面　積） 198,500㎢（84位）
（人　口） 54万人
（ＧＤＰ（ＰＰＰ）） 115億ドル（139位）
（通　貨） ソム（KGS）
＊ＧＤＰは国内総生産のことで購買力平
　価説（ＰＰＰ）により算出した数値です

【私の国はこんなところ】
　キルギス共和国は、世界的に有名な山脈、氷河、湖に囲まれたとても美しい
国です。万里の長城の建設、アジアにおけるイスラム教の広がり、ソビエト連邦
の崩壊など、歴史上の重要なできごとにその歴史は密接な関りを持っています。
　キルギスを訪れたら、国民食でもある麺料理「ベシュバルマク」、そして馬乳
酒「クムズ」を必ず試してみてください。世界第２位の透明度を誇り、琵琶湖の
９倍の面積を持ち、天山の真珠と呼ばるイシク・クル湖観光と乗馬体験も忘れ
てはいけません。冬には標高3,000ｍを超えるスキー場で、スキーやスノーボー
ドをすることもできます。

【南魚沼市に住んで感じた事】
　日本での初めての地、南魚沼市は美しくて驚きにあふれたまちです。周囲の
山々は、故郷を思い出させてくれます。スキーが大好きなので、昨シーズンは、
六日町スキーリゾートと六日町八海山スキー場に行きました。今年は、他のスキ
ー場にも行くつもりです。友人たちにもスキーと温泉を薦めています。夏には、と
てもおいしくて、のどの渇きをいやしてくれる八色スイカが一番のお薦めです。

国際大学留学生
お国自慢コーナー
～ｂｏａｓｔ ｏｆ ｍｙ ｃｏｕｎｔｒｙ～
「キルギス共和国」サダバィエヴ,　アクジェルトイさん

シリーズ

第20 
回

　1950年(昭和25年) に、「大巻村立大巻小学校二部校」から「大巻村立五日町小学校」として独立しました。その
年から数えて64周年の学校です。
　「いつも子どもが主人公の学校」が学校運営の根幹です。一人ひとりの子どもが喜びや期待をもって登校し、主
体的・意欲的に学習活動や諸活動に取り組めるよう、明るくさわやかで充実感あふれる学校づくりに努めています。

G2アップ大作戦のバイブル「パー
フェクトブック」。これを活用して生
活時間の作戦を立てます。

にいがた南魚沼市歩くスキーフェス
ティバルに全校でエントリーし、完走
しました。

毎週金曜日の朝は、全校朝マラソン。
「1回目のタイムより速く走るぞ」
　　　　　　　　　　　　（２年生）

縦割り班で食べる“あかしあ班給食”。
「6年生の班長さんは、優しくておも
しろいよ」　　　　　　　　（１年生）

ペア学習やグループ学習を通して、
人と関わり合いながら考えを深める
学習を進めています。
「友達の考え方のいいところを参考
にして、面積を求めました」（4年生）

　気力と体力を鍛えて学力向
上。今年は、睡眠時間の確保と
家庭学習時間の充実から「元
気」と「学力」の向上を目指す
「G2アップ大作戦」を展開中！

やさしくやさしく
　人と関わり合うことを通し
て、人間性豊かな心の教育を
進めています。
　今年度は、「学びあい」を取り
入れた学習も進めています。

一
言
日
記

市
長
の

「
公
共
事
業
は
、地
方
に

　
お
い
て
の
シ
ビ
ル
ミ
ニ
ア
ム
」

　
早
い
も
の
で
今
年
も
あ
と
ひ
と
月
と
な

り
ま
し
た
。昨
年
は
３
年
ぶ
り
に
平
年
並

み
の
降
雪
と
な
り
ま
し
た
が
、豪
雪
が
続
い

た
後
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
少
雪
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。人
の
感
覚
と
は
不
思
議
な
も
の

で
す
。ス
キ
ー
場
の
営
業
に
支
障
が
な
く
、

里
で
は
少
な
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
冬
で

あ
れ
ば
と
毎
年
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、来
年
６
月
に
開
院
予
定
の
魚
沼

基
幹
病
院
を
中
心
と
す
る
魚
沼
地
域
の
医

療
再
編
は
、確
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。11
月

30
日
に
、魚
沼
基
幹
病
院
への
主
要
道
と
な

る
国
道
17
号
浦
佐
バ
イ
パ
ス
が
、魚
沼
市
内

に
お
い
て
1.8
㎞
が
開
通
い
た
し
ま
し
た
。上

越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路
と
し
て
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
八
箇
峠
道
路
は
、十

日
町
市
八
箇
か
ら
南
魚
沼
市
野
田
ま
で
の

6.6
㎞
が
平
成
29
年
度
に
開
通
し
、十
日
町

市
方
面
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
図
ら
れ

ま
す
。ま
た
、県
立
六
日
町
病
院
に
替
わ
る

南
魚
沼
市
民
病
院
へ
の
主
要
道
と
な
る
国

道
17
号
六
日
町
バ
イ
パ
ス
は
、既
設
開
通
区

間
か
ら
南
魚
沼
市
民
病
院
付
近
ま
で
の
0.7

㎞
が
来
年
中
に
開
通
し
ま
す
。こ
れ
ら
の

道
路
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
への
緊
急
搬
送

路
と
し
て
魚
沼
地
域
の「
い
の
ち
の
道
」と

な
る
も
の
で
す
が
、全
線
開
通
に
は
ま
だ
時

間
を
要
し
ま
す
。市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

一日
も
早
い
整
備
完
了
と
な
る
よ
う
要
望

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
来
年
度
の
国
の
予
算
概
算
要
求
総
額

は
、１
０
１
兆
円
を
超
え
、過
去
最
大
と

な
って
い
ま
す
。そ
の
要
因
の一つ
が
、「
地
方

創
生
と
い
う
名
を
借
り
た
バ
ラ
マ
キ
政
策
」

で
、そ
の
代
表
格
が
公
共
事
業
で
あ
る
と
の

批
判
的
な
報
道
が
目
に
つ
き
ま
す
。し
か

し
、公
共
事
業
が
す
べ
て
バ
ラ
マ
キ
で
あ
る

と
い
う
の
は
、短
絡
的
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
市
内
の
代
表
的
な
公
共
道
路
事
業
は

前
述
の
３
路
線
で
す
が
、こ
れ
ら
は
市
民
の

安
全・安
心
を
守
る
ま
さ
に「
い
の
ち
の
道
」

で
あ
り
、ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
も
の

で
す
。

　
地
方
に
お
い
て
の
公
共
事
業
は
、バ
ラ
マ

キ
で
は
な
く
、市
民
生
活
の
向
上
と
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
最

低
限
度
の
施
設
基
準〔
シ
ビ
ル
ニ
ミ
ア
ム
〕で

す
。今
後
も「
地
方
創
生
に
は
、公
共
事
業

に
よ
る
道
路
改
良
と
河
川
改
修
が
必
要
で

あ
る
」と
声
を
大
に
し
て
各
機
関
に
伝
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「わたした
ちが国旗、
校旗、児童
会旗を掲揚
して一日が
スタートし
ます」（5、6
年 生「笑顔
ハッピー委
員会」）

清掃も縦割り
班。反省会で
は、がんばり
をみんなで伝
え合う「ほめ
ほめタイム」を
行っています。放課後は3年生以上が全員で体力づ

くり。水泳・陸上・クロスカントリー
スキーに取り組みます。
「6年生はとても速く泳ぐので、びっ
くりしました」　　　　　　（3年生）

五日町スキー場でのアルペンスキー
授業。最終日には全校で大回転に挑
戦します。

緊急車両の進入も難しい
六日町市街地の道路
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シリーズで南魚沼市立の学校を紹介します

キルギス共和国
（公用語） キルギス語・ロシア語
（首　都） ビシュケク
（面　積） 198,500㎢（84位）
（人　口） 54万人
（ＧＤＰ（ＰＰＰ）） 115億ドル（139位）
（通　貨） ソム（KGS）
＊ＧＤＰは国内総生産のことで購買力平
　価説（ＰＰＰ）により算出した数値です

【私の国はこんなところ】
　キルギス共和国は、世界的に有名な山脈、氷河、湖に囲まれたとても美しい
国です。万里の長城の建設、アジアにおけるイスラム教の広がり、ソビエト連邦
の崩壊など、歴史上の重要なできごとにその歴史は密接な関りを持っています。
　キルギスを訪れたら、国民食でもある麺料理「ベシュバルマク」、そして馬乳
酒「クムズ」を必ず試してみてください。世界第２位の透明度を誇り、琵琶湖の
９倍の面積を持ち、天山の真珠と呼ばるイシク・クル湖観光と乗馬体験も忘れ
てはいけません。冬には標高3,000ｍを超えるスキー場で、スキーやスノーボー
ドをすることもできます。

【南魚沼市に住んで感じた事】
　日本での初めての地、南魚沼市は美しくて驚きにあふれたまちです。周囲の
山々は、故郷を思い出させてくれます。スキーが大好きなので、昨シーズンは、
六日町スキーリゾートと六日町八海山スキー場に行きました。今年は、他のスキ
ー場にも行くつもりです。友人たちにもスキーと温泉を薦めています。夏には、と
てもおいしくて、のどの渇きをいやしてくれる八色スイカが一番のお薦めです。

国際大学留学生
お国自慢コーナー
～ｂｏａｓｔ ｏｆ ｍｙ ｃｏｕｎｔｒｙ～
「キルギス共和国」サダバィエヴ,　アクジェルトイさん

シリーズ

第20 
回

　1950年(昭和25年) に、「大巻村立大巻小学校二部校」から「大巻村立五日町小学校」として独立しました。その
年から数えて64周年の学校です。
　「いつも子どもが主人公の学校」が学校運営の根幹です。一人ひとりの子どもが喜びや期待をもって登校し、主
体的・意欲的に学習活動や諸活動に取り組めるよう、明るくさわやかで充実感あふれる学校づくりに努めています。

G2アップ大作戦のバイブル「パー
フェクトブック」。これを活用して生
活時間の作戦を立てます。

にいがた南魚沼市歩くスキーフェス
ティバルに全校でエントリーし、完走
しました。

毎週金曜日の朝は、全校朝マラソン。
「1回目のタイムより速く走るぞ」
　　　　　　　　　　　　（２年生）

縦割り班で食べる“あかしあ班給食”。
「6年生の班長さんは、優しくておも
しろいよ」　　　　　　　　（１年生）

ペア学習やグループ学習を通して、
人と関わり合いながら考えを深める
学習を進めています。
「友達の考え方のいいところを参考
にして、面積を求めました」（4年生）

　気力と体力を鍛えて学力向
上。今年は、睡眠時間の確保と
家庭学習時間の充実から「元
気」と「学力」の向上を目指す
「G2アップ大作戦」を展開中！

やさしくやさしく
　人と関わり合うことを通し
て、人間性豊かな心の教育を
進めています。
　今年度は、「学びあい」を取り
入れた学習も進めています。

一
言
日
記

市
長
の

「
公
共
事
業
は
、地
方
に

　
お
い
て
の
シ
ビ
ル
ミ
ニ
ア
ム
」

　
早
い
も
の
で
今
年
も
あ
と
ひ
と
月
と
な

り
ま
し
た
。昨
年
は
３
年
ぶ
り
に
平
年
並

み
の
降
雪
と
な
り
ま
し
た
が
、豪
雪
が
続
い

た
後
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
少
雪
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。人
の
感
覚
と
は
不
思
議
な
も
の

で
す
。ス
キ
ー
場
の
営
業
に
支
障
が
な
く
、

里
で
は
少
な
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
冬
で

あ
れ
ば
と
毎
年
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、来
年
６
月
に
開
院
予
定
の
魚
沼

基
幹
病
院
を
中
心
と
す
る
魚
沼
地
域
の
医

療
再
編
は
、確
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。11
月

30
日
に
、魚
沼
基
幹
病
院
への
主
要
道
と
な

る
国
道
17
号
浦
佐
バ
イ
パ
ス
が
、魚
沼
市
内

に
お
い
て
1.8
㎞
が
開
通
い
た
し
ま
し
た
。上

越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路
と
し
て
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
八
箇
峠
道
路
は
、十

日
町
市
八
箇
か
ら
南
魚
沼
市
野
田
ま
で
の

6.6
㎞
が
平
成
29
年
度
に
開
通
し
、十
日
町

市
方
面
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
図
ら
れ

ま
す
。ま
た
、県
立
六
日
町
病
院
に
替
わ
る

南
魚
沼
市
民
病
院
へ
の
主
要
道
と
な
る
国

道
17
号
六
日
町
バ
イ
パ
ス
は
、既
設
開
通
区

間
か
ら
南
魚
沼
市
民
病
院
付
近
ま
で
の
0.7

㎞
が
来
年
中
に
開
通
し
ま
す
。こ
れ
ら
の

道
路
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
への
緊
急
搬
送

路
と
し
て
魚
沼
地
域
の「
い
の
ち
の
道
」と

な
る
も
の
で
す
が
、全
線
開
通
に
は
ま
だ
時

間
を
要
し
ま
す
。市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

一日
も
早
い
整
備
完
了
と
な
る
よ
う
要
望

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
来
年
度
の
国
の
予
算
概
算
要
求
総
額

は
、１
０
１
兆
円
を
超
え
、過
去
最
大
と

な
って
い
ま
す
。そ
の
要
因
の一つ
が
、「
地
方

創
生
と
い
う
名
を
借
り
た
バ
ラ
マ
キ
政
策
」

で
、そ
の
代
表
格
が
公
共
事
業
で
あ
る
と
の

批
判
的
な
報
道
が
目
に
つ
き
ま
す
。し
か

し
、公
共
事
業
が
す
べ
て
バ
ラ
マ
キ
で
あ
る

と
い
う
の
は
、短
絡
的
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
市
内
の
代
表
的
な
公
共
道
路
事
業
は

前
述
の
３
路
線
で
す
が
、こ
れ
ら
は
市
民
の

安
全・安
心
を
守
る
ま
さ
に「
い
の
ち
の
道
」

で
あ
り
、ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
も
の

で
す
。

　
地
方
に
お
い
て
の
公
共
事
業
は
、バ
ラ
マ

キ
で
は
な
く
、市
民
生
活
の
向
上
と
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
最

低
限
度
の
施
設
基
準〔
シ
ビ
ル
ニ
ミ
ア
ム
〕で

す
。今
後
も「
地
方
創
生
に
は
、公
共
事
業

に
よ
る
道
路
改
良
と
河
川
改
修
が
必
要
で

あ
る
」と
声
を
大
に
し
て
各
機
関
に
伝
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「わたした
ちが国旗、
校旗、児童
会旗を掲揚
して一日が
スタートし
ます」（5、6
年 生「笑顔
ハッピー委
員会」）

清掃も縦割り
班。反省会で
は、がんばり
をみんなで伝
え合う「ほめ
ほめタイム」を
行っています。放課後は3年生以上が全員で体力づ

くり。水泳・陸上・クロスカントリー
スキーに取り組みます。
「6年生はとても速く泳ぐので、びっ
くりしました」　　　　　　（3年生）

五日町スキー場でのアルペンスキー
授業。最終日には全校で大回転に挑
戦します。

緊急車両の進入も難しい
六日町市街地の道路
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冬
期
間（
12
月
〜
４
月
）は
積
雪
の
た
め

検
針
を
行
い
ま
せ
ん
。
こ
の
期
間
は
、
概

算
料
金
で
毎
月
請
求
し
ま
す
。

　
　
冬
期
概
算
料
金
と
は
？

　
　
前
年
の
使
用
水
量
か
ら
計
算
し
た
料

金
で
す
。
前
年
の
冬
期
間
使
用
量（
前

年
デ
ー
タ
が
な
い
場
合
は
、
直
近
の
使

用
水
量
）か
ら
、
１
か
月
あ
た
り
の
水

量
を
認
定
し
ま
す
。
認
定
水
量
を
も
と

に
計
算
し
た
料
金
が
、
冬
期
概
算
料
金

で
す
。

　
　
冬
期
概
算
料
金
は
、
ど
う
す
れ
ば
わ

か
る
の
？

　
　
１
月
上
旬
に「
冬
期
認
定
通
知
書
」を

郵
送
し
ま
す
。内
容
を
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
冬
期
概
算
料
金
の
変
更
は
可
能
で
す

か
？

　
　
可
能
で
す
。
認
定
水
量
と
実
際
の
使

用
水
量
に
大
幅
な
差
が
あ
る
場
合
や
、

使
用
人
数
の
増
減
な
ど
で
使
用
水
量
の

変
動
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
自
分
で

認
定
水
量
を
設
定
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
希
望
す
る
人
は
、
水
道
課
に
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
　
冬
期
概
算
料
金
の
精
算
は
い
つ
？

　
　
６
月
で
す
。
来
年
５
月
に
検
針
を
再

水
道
の
冬
じ
た
く
を

お
願
い
し
ま
す

【
問
合
せ
】
　水
道
課
　水
道
業
務
係

　

　
　
　
　
　☎
7
7
4

－

3
1
4
1

この冬も出動しますこの冬も出動します

　【問合せ】
■市　　道
　市役所　建設課　維持管理班
　☎７７３－６６７４　休日・夜間 ☎７７３－６６60
■県道と国道291号・253号・353号　
　地域振興局　維持管理課
　☎７７２－２２４９
■国道17号（美佐島交差点が管理境界）
　小出側＝長岡国道事務所　小出維持出張所
　☎０２５－７９２－０８３９
　湯沢側＝長岡国道事務所　湯沢維持出張所
　☎７８４－１１７７

①ノズル散水量の調整（散水距離20ｃｍ程度）を行ってくだ
さい。
②定期的にパイプ末端のドレーン（泥はき口）を開け、管内の
つまりを解消してください。
③第２融雪制度により、市道・県道・国道は、午後２時～３時
と午後４時～５時の各１時間（若干の誤差あり）は、送電が
停止され、消雪パイプが停止します。

①除雪作業中は、除雪車に近寄らないでください。子どもにも注意をお願いします。
②除雪路線に、自動車・バイクなどを駐車しないでください。全路線駐車禁止です。
③除雪作業の支障とならないよう、道路上に張り出ている木は、枝おろしをしてください。
④道路沿線の田・空き地などでは、雪押し場や投雪場として、今年度も引き続き協力をお
願いします。

⑤除雪作業による乗入れ口などの残雪処理は、個人でお願いします。
⑥除雪路線、消雪パイプ路線の雪庇落とし作業に皆さんからの協力をお願いします。
　危険箇所は、建設課に連絡ください。
⑦押雪や投雪で支障のある場所は、竹の棒などに赤い布などで目印を付けてください。
　（高さ４メートル程度あると、作業員が見つけやすくなります）
⑧屋根雪や宅地内などの雪は、道路に出さないでください。圧雪でデコボコになり、交通
事故の原因となります。

⑨歩道にビニールホースなどを敷設しないでください。歩道除雪の妨げとなり、子どもたち
の通学などに影響します。

作業時間は、
朝は７時30分まで、
夕方は５時30分まで

消雪パイプの注意点

注意

機械除雪の注意点

～道路の除雪作業に協力ください～～道路の除雪作業に協力ください～

　冬の生活を確保する上で道路除雪作業は必要不可欠です。除雪車
は原則として、10ｃｍ（歩道は20ｃｍ）以上の積雪があり、その後も降
雪が続くと予想される場合に出動し、朝は７時30分、夕方は５時30分
までに終了するように努め、通勤・通学などに支障のないよう実施しま
す。夜間は、異常降雪時のみ行います。理解と協力をお願いします。

　流雪溝や道路用側溝の蓋を開放したまま放置しないでください。転落や
破損など、事故の原因となります。蓋をしっかり閉めてください。

開
し
、
６
月
に
精
算
を
し
ま
す
。５
月

の
検
針
ま
で
に
転
居
な
ど
で
閉
栓
す
る

場
合
は
、そ
の
と
き
に
精
算
を
し
ま
す
。

　
精
算
料
金
は「
冬
期
精
算
通
知
書
」を
郵

送
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
実
際
の
使
用
量
で
料
金
を
支
払
う
に

は
？

　
　
自
分
で
水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
、

水
道
課
に
報
告
す
る
自
主
検
針
が
必
要

で
す
。
希
望
す
る
人
は
、
水
道
課
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

凍
結
に
よ
る
漏
水
に
注
意
を

　
倉
庫
や
作
業
所
、地
区
の
集
会
所
な
ど
、

利
用
頻
度
が
少
な
い
施
設
な
ど
は
、
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。
定
期
点
検
を
し
、
漏

水
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き
は
休
止

手
続
き
を

　
休
止
と
再
開
の
手
続
き
に
は
、
手
数
料

が
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
必
要
で
す
が
、
休

止
期
間
中
は
水
道
料
金
が
発
生
し
ま
せ

ん
。

　
南
魚
沼
市
ス
キ
ー
場
協
議
会
の
協
力

で
、
共
通
シ
ー
ズ
ン
券
を
販
売
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
申
込
書
・
案
内
チ
ラ
シ
を
確

認
く
だ
さ
い
。

対
象
と
金
額
　

市
内
の
小
・
中
学
生
：
１
０
，
０
０
０
円

市
内
に
在
住
・
在
校
す
る
高
校
生
：

　
１
５
，
０
０
０
円
（
今
年
度
の
学
生
証

を
持
参
の
こ
と
）

小
・
中
学
生
の
シ
ー
ズ
ン
券
購
入
の
保
護

者
：
１
人
目
３
０
，
０
０
０
円
、
２
人
目

　
１
５
，０
０
０
円
（
本
人
確
認
書
類
〔
保

　
護
者
本
人
〕
を
持
参
の
こ
と
）

※
代
金
は
、
事
前
に
指
定
口
座
に
振
り
込

み
く
だ
さ
い

保
護
者
の
本
人
確
認
書
類

①
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
住
基
カ
ー

ド
（
写
真
付
き
）・
障
が
い
者
手
帳
・

官
公
署
の
身
分
証
明
書
（
写
真
付
き
）

②
保
険
証
・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
・
年

金
手
帳
・
年
金
証
書
・
住
基
カ
ー
ド
（
写

真
な
し
）・
学
生
証
・
社
員
証
・
診
察
券
・

預
金
通
帳

※
①
は
１
点
、②
は
２
点
必
要
（
コ
ピ
ー

不
可
）

市
内
ス
キ
ー
場

共
通
リ
フ
ト
乗
車
証
の
販
売

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
　商
工
観
光
課

　

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
6
6
5

申
込
み
に
必
要
な
も
の
　

　
申
込
書
、
振
込
を
確
認
で
き
る
も
の
、

顔
写
真
１
枚
【
外
寸
：
横
35
㎜
×
縦
45
㎜
、

写
真
の
顔
の
サ
イ
ズ
：
頭
頂
部
か
ら
あ
ご

ま
で
34
±
２
㎜
、縁
な
し
、無
帽
、無
背
景
、

撮
影
後
６
か
月
以
内
】

使
用
可
能
ス
キ
ー
場

　
石
打
丸
山
ス
キ
ー
場
、
舞
子
ス
ノ
ー
リ

ゾ
ー
ト
、
石
打
花
岡
ス
キ
ー
場
、Ｍ
ｔ.
グ

ラ
ン
ビ
ュ
ー
ス
キ
ー
場
、
上
越
国
際
ス

キ
ー
場
、
シ
ャ
ト
ー
塩
沢
ス
キ
ー
場
、
六

日
町
八
海
山
ス
キ
ー
場
、
六
日
町
ス
キ
ー

リ
ゾ
ー
ト
、
五
日
町
ス
キ
ー
場
、
八
海
山

麓
ス
キ
ー
場

※
小
学
生
は
、
六
日
町
八
海
山
ス
キ
ー
場

　
を
除
く
ス
キ
ー
場
で
利
用
で
き
ま
す

申
込
期
限

　
平
成
27
年
３
月
13
日
（
金
）

※
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も
申
し

　
込
み
可
能

Q.A.Q.A. Q.A.

Q.A.

Q.A.
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冬
期
間（
12
月
〜
４
月
）は
積
雪
の
た
め

検
針
を
行
い
ま
せ
ん
。
こ
の
期
間
は
、
概

算
料
金
で
毎
月
請
求
し
ま
す
。

　
　
冬
期
概
算
料
金
と
は
？

　
　
前
年
の
使
用
水
量
か
ら
計
算
し
た
料

金
で
す
。
前
年
の
冬
期
間
使
用
量（
前

年
デ
ー
タ
が
な
い
場
合
は
、
直
近
の
使

用
水
量
）か
ら
、
１
か
月
あ
た
り
の
水

量
を
認
定
し
ま
す
。
認
定
水
量
を
も
と

に
計
算
し
た
料
金
が
、
冬
期
概
算
料
金

で
す
。

　
　
冬
期
概
算
料
金
は
、
ど
う
す
れ
ば
わ

か
る
の
？

　
　
１
月
上
旬
に「
冬
期
認
定
通
知
書
」を

郵
送
し
ま
す
。内
容
を
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
冬
期
概
算
料
金
の
変
更
は
可
能
で
す

か
？

　
　
可
能
で
す
。
認
定
水
量
と
実
際
の
使

用
水
量
に
大
幅
な
差
が
あ
る
場
合
や
、

使
用
人
数
の
増
減
な
ど
で
使
用
水
量
の

変
動
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
自
分
で

認
定
水
量
を
設
定
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
希
望
す
る
人
は
、
水
道
課
に
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
　
冬
期
概
算
料
金
の
精
算
は
い
つ
？

　
　
６
月
で
す
。
来
年
５
月
に
検
針
を
再

水
道
の
冬
じ
た
く
を

お
願
い
し
ま
す

【
問
合
せ
】
　水
道
課
　水
道
業
務
係

　

　
　
　
　
　☎
7
7
4

－

3
1
4
1

この冬も出動しますこの冬も出動します

　【問合せ】
■市　　道
　市役所　建設課　維持管理班
　☎７７３－６６７４　休日・夜間 ☎７７３－６６60
■県道と国道291号・253号・353号　
　地域振興局　維持管理課
　☎７７２－２２４９
■国道17号（美佐島交差点が管理境界）
　小出側＝長岡国道事務所　小出維持出張所
　☎０２５－７９２－０８３９
　湯沢側＝長岡国道事務所　湯沢維持出張所
　☎７８４－１１７７

①ノズル散水量の調整（散水距離20ｃｍ程度）を行ってくだ
さい。
②定期的にパイプ末端のドレーン（泥はき口）を開け、管内の
つまりを解消してください。
③第２融雪制度により、市道・県道・国道は、午後２時～３時
と午後４時～５時の各１時間（若干の誤差あり）は、送電が
停止され、消雪パイプが停止します。

①除雪作業中は、除雪車に近寄らないでください。子どもにも注意をお願いします。
②除雪路線に、自動車・バイクなどを駐車しないでください。全路線駐車禁止です。
③除雪作業の支障とならないよう、道路上に張り出ている木は、枝おろしをしてください。
④道路沿線の田・空き地などでは、雪押し場や投雪場として、今年度も引き続き協力をお
願いします。

⑤除雪作業による乗入れ口などの残雪処理は、個人でお願いします。
⑥除雪路線、消雪パイプ路線の雪庇落とし作業に皆さんからの協力をお願いします。
　危険箇所は、建設課に連絡ください。
⑦押雪や投雪で支障のある場所は、竹の棒などに赤い布などで目印を付けてください。
　（高さ４メートル程度あると、作業員が見つけやすくなります）
⑧屋根雪や宅地内などの雪は、道路に出さないでください。圧雪でデコボコになり、交通
事故の原因となります。

⑨歩道にビニールホースなどを敷設しないでください。歩道除雪の妨げとなり、子どもたち
の通学などに影響します。

作業時間は、
朝は７時30分まで、
夕方は５時30分まで

消雪パイプの注意点

注意

機械除雪の注意点

～道路の除雪作業に協力ください～～道路の除雪作業に協力ください～

　冬の生活を確保する上で道路除雪作業は必要不可欠です。除雪車
は原則として、10ｃｍ（歩道は20ｃｍ）以上の積雪があり、その後も降
雪が続くと予想される場合に出動し、朝は７時30分、夕方は５時30分
までに終了するように努め、通勤・通学などに支障のないよう実施しま
す。夜間は、異常降雪時のみ行います。理解と協力をお願いします。

　流雪溝や道路用側溝の蓋を開放したまま放置しないでください。転落や
破損など、事故の原因となります。蓋をしっかり閉めてください。

開
し
、
６
月
に
精
算
を
し
ま
す
。５
月

の
検
針
ま
で
に
転
居
な
ど
で
閉
栓
す
る

場
合
は
、そ
の
と
き
に
精
算
を
し
ま
す
。

　
精
算
料
金
は「
冬
期
精
算
通
知
書
」を
郵

送
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
実
際
の
使
用
量
で
料
金
を
支
払
う
に

は
？

　
　
自
分
で
水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
、

水
道
課
に
報
告
す
る
自
主
検
針
が
必
要

で
す
。
希
望
す
る
人
は
、
水
道
課
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

凍
結
に
よ
る
漏
水
に
注
意
を

　
倉
庫
や
作
業
所
、地
区
の
集
会
所
な
ど
、

利
用
頻
度
が
少
な
い
施
設
な
ど
は
、
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。
定
期
点
検
を
し
、
漏

水
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き
は
休
止

手
続
き
を

　
休
止
と
再
開
の
手
続
き
に
は
、
手
数
料

が
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
必
要
で
す
が
、
休

止
期
間
中
は
水
道
料
金
が
発
生
し
ま
せ

ん
。

　
南
魚
沼
市
ス
キ
ー
場
協
議
会
の
協
力

で
、
共
通
シ
ー
ズ
ン
券
を
販
売
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
申
込
書
・
案
内
チ
ラ
シ
を
確

認
く
だ
さ
い
。

対
象
と
金
額
　

市
内
の
小
・
中
学
生
：
１
０
，
０
０
０
円

市
内
に
在
住
・
在
校
す
る
高
校
生
：

　
１
５
，
０
０
０
円
（
今
年
度
の
学
生
証

を
持
参
の
こ
と
）

小
・
中
学
生
の
シ
ー
ズ
ン
券
購
入
の
保
護

者
：
１
人
目
３
０
，
０
０
０
円
、
２
人
目

　
１
５
，０
０
０
円
（
本
人
確
認
書
類
〔
保

　
護
者
本
人
〕
を
持
参
の
こ
と
）

※
代
金
は
、
事
前
に
指
定
口
座
に
振
り
込

み
く
だ
さ
い

保
護
者
の
本
人
確
認
書
類

①
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
住
基
カ
ー

ド
（
写
真
付
き
）・
障
が
い
者
手
帳
・

官
公
署
の
身
分
証
明
書
（
写
真
付
き
）

②
保
険
証
・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
・
年

金
手
帳
・
年
金
証
書
・
住
基
カ
ー
ド
（
写

真
な
し
）・
学
生
証
・
社
員
証
・
診
察
券
・

預
金
通
帳

※
①
は
１
点
、②
は
２
点
必
要
（
コ
ピ
ー

不
可
）

市
内
ス
キ
ー
場

共
通
リ
フ
ト
乗
車
証
の
販
売

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
　商
工
観
光
課

　

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
6
6
5

申
込
み
に
必
要
な
も
の
　

　
申
込
書
、
振
込
を
確
認
で
き
る
も
の
、

顔
写
真
１
枚
【
外
寸
：
横
35
㎜
×
縦
45
㎜
、

写
真
の
顔
の
サ
イ
ズ
：
頭
頂
部
か
ら
あ
ご

ま
で
34
±
２
㎜
、縁
な
し
、無
帽
、無
背
景
、

撮
影
後
６
か
月
以
内
】

使
用
可
能
ス
キ
ー
場

　
石
打
丸
山
ス
キ
ー
場
、
舞
子
ス
ノ
ー
リ

ゾ
ー
ト
、
石
打
花
岡
ス
キ
ー
場
、Ｍ
ｔ.
グ

ラ
ン
ビ
ュ
ー
ス
キ
ー
場
、
上
越
国
際
ス

キ
ー
場
、
シ
ャ
ト
ー
塩
沢
ス
キ
ー
場
、
六

日
町
八
海
山
ス
キ
ー
場
、
六
日
町
ス
キ
ー

リ
ゾ
ー
ト
、
五
日
町
ス
キ
ー
場
、
八
海
山

麓
ス
キ
ー
場

※
小
学
生
は
、
六
日
町
八
海
山
ス
キ
ー
場

　
を
除
く
ス
キ
ー
場
で
利
用
で
き
ま
す

申
込
期
限

　
平
成
27
年
３
月
13
日
（
金
）

※
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も
申
し

　
込
み
可
能

Q.A.Q.A. Q.A.

Q.A.

Q.A.
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【問合せ・申込み】市民課 国保年金係　☎773－6661

平成27年度 国保の人間ドック助成受付開始
～対象は、市の国民健康保険（国保）の加入者です～

　平成27年度 国保の人間ドック助成申請の受付を開始しました。希望する人は、左ページの申請書に必要事項を記
入・押印し、申し込みください。（申請書のコピー可）
　※提出期限までに提出しないと助成を受けられません
　※住民健診を希望する人は、保健課が12月中旬に発送する「27年度 健診申込兼調査票」に記入し、保健課に申し

込みください
【注意】①ドックと「市の住民健診」を両方受けることはできません
　　　　ただし、乳がん・子宮がん検診は、ドックで受けずに「市の住民健診」の検査対象になっている場合は、受け
　　　　ることができます。
　　　②日程などは、検診機関と調整後に通知します。申込み状況で、希望月とならない場合もあります。
助成対象　①～④の条件を全て満たした人
　　　①昭和55年４月１日以前に生まれ、申請日から受診日まで継続して国保の資格がある
　　　　（後期高齢者医療制度の加入者は対象外。年度途中で保険証の変わる人は注意ください。８頁の補助金
　　　を利用ください）
　　　②国民健康保険税の滞納がない
　　　③検診結果を市が閲覧・管理・保存することに同意できる
　　　④検診結果で特定保健指導が必要と判断された場合、その指導を受けることに同意できる

希望機関　①～⑤の中からお選びください
　①労働衛生医学協会 小出検診センター（バリウムのみ）
　②ゆきぐに大和病院（胃カメラ：鼻・口）※受入数の減少あり
　③城内診療所（バリウムのみ、乳がん・子宮がん検診なし）
　④湯沢町保健医療センター（胃カメラ：口のみ、乳がん検診：乳腺超音波検査のみ）
　⑤健康医学予防協会 長岡健康管理センター（胃カメラ：鼻・口）
　※すべての検診機関で受入数に限りがあり、希望に応じられない場合があります
　【ＰＳＡ（前立腺がん検診）、肝炎ウィルス検診、乳がん検診、子宮がん検診はオプション検査】
実施期間　平成27年４月～平成28年３月
申 込 み　市民課 国保年金係、大和・塩沢市民センター（郵送・ＦＡＸでの受付はできません）
　※提出時に受付証をお渡します
【参考】26年度の金額　（　）内は胃カメラ検査に変更した金額

～提出期限～
1月９日（金）

※平成27年度のドック費用額は３月末までに決まります
　基本検査・オプション検査の内容・ドック開始日は、各検診機関に直接問い合わせください

差引個人負担額検診機関名

小出検診センター
☎ ０２５－７９２－３３６５
ゆきぐに大和病院（健友館）
☎ ７７７－４４７７
城内診療所
☎ ７７５－2００9
湯沢町保健医療センター
☎ ７８5－5005
長岡健康管理センター
☎０２５８-２８-３６６６

※ドック費用額
（26年度）

国保の助成額
（27年度）

22,880円

22,800円
（27,800円）
16,400円

18,560円
（21,800円）
20,720円

（25,040円）

38,880円
（バリウムのみ）
38,800円

（43,800円）
32,400円

（バリウムのみ）
34,560円

（37,800円）
36,720円

（41,040円）

16,000円

この助成額は
平成27年度の
金額です

受付印

世帯主 住　所
（アパート・マンション名）

南魚沼市
〒 949－

氏　名 電話番号 　　　－　　　－　　　　

南魚沼市 国民健康保険 人間ドック助成申請書
【希望する項目の□にチェック☑を記入してください】
　●　年齢は、平成27年４月１日現在で記入ください。
　太枠の中を記入してください

① 保険証の記号番号 個人コード
生年月日 ※年齢 性別 検診希望月
昭和　　年　　月　　日 歳 男・女

検診希望機関 送迎希望
□あり　□なし
□あり　□なし

□あり　□なし

送迎乗車場所
□本庁舎　□塩沢庁舎　□大巻開発センター
□本庁舎　□塩沢庁舎　□大巻開発センター

□本庁舎　□大和庁舎

□小出検診センター
□ゆきぐに大和病院（健友館）
□城内診療所
□湯沢町保健医療センター
□長岡健康管理センター
胃の検査方法 □受診しない　□レントゲン（バリウム）　□胃カメラ（鼻）　□胃カメラ（口）
乳がん検診 □あり　□なし 子宮頸がん検診 □あり　□なし

　　　　月（上旬・中旬・下旬）

南魚沼

南魚沼市長　あて　　
　南魚沼市国民健康保険の人間ドック助成を下記のとおり申請します。市が行う保健活動のため、検診
機関が検査結果を市に提供し、必要な場合は特定保健指導を受けることに同意します。（特定保健指導
を拒否すると、人間ドック助成が受けられない場合があります）　　　　平成　　　年　　　月　　　日

氏 

名

② 保険証の記号番号 個人コード
生年月日 ※年齢 性別 検診希望月
昭和　　年　　月　　日 歳 男・女

検診希望機関 送迎希望
□あり　□なし
□あり　□なし

□あり　□なし

送迎乗車場所
□本庁舎　□塩沢庁舎　□大巻開発センター
□本庁舎　□塩沢庁舎　□大巻開発センター

□本庁舎　□大和庁舎

□小出検診センター
□ゆきぐに大和病院（健友館）
□城内診療所
□湯沢町保健医療センター
□長岡健康管理センター
胃の検査方法 □受診しない　□レントゲン（バリウム）　□胃カメラ（鼻）　□胃カメラ（口）
乳がん検診 □あり　□なし 子宮頸がん検診 □あり　□なし

　　月（上旬・中旬・下旬）

南魚沼
氏 

名

③ 保険証の記号番号 個人コード
生年月日 ※年齢 性別 検診希望月
昭和　　年　　月　　日 歳 男・女

検診希望機関 送迎希望
□あり　□なし
□あり　□なし

□あり　□なし

送迎乗車場所
□本庁舎　□塩沢庁舎　□大巻開発センター
□本庁舎　□塩沢庁舎　□大巻開発センター

□本庁舎　□大和庁舎

□小出検診センター
□ゆきぐに大和病院（健友館）
□城内診療所
□湯沢町保健医療センター
□長岡健康管理センター
胃の検査方法 □受診しない　□レントゲン（バリウム）　□胃カメラ（鼻）　□胃カメラ（口）
乳がん検診 □あり　□なし 子宮頸がん検診 □あり　□なし

　　　　月（上旬・中旬・下旬）

南魚沼
氏 

名
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【問合せ・申込み】市民課 国保年金係　☎773－6661

平成27年度 国保の人間ドック助成受付開始
～対象は、市の国民健康保険（国保）の加入者です～

　平成27年度 国保の人間ドック助成申請の受付を開始しました。希望する人は、左ページの申請書に必要事項を記
入・押印し、申し込みください。（申請書のコピー可）
　※提出期限までに提出しないと助成を受けられません
　※住民健診を希望する人は、保健課が12月中旬に発送する「27年度 健診申込兼調査票」に記入し、保健課に申し
込みください

【注意】①ドックと「市の住民健診」を両方受けることはできません
　　　　ただし、乳がん・子宮がん検診は、ドックで受けずに「市の住民健診」の検査対象になっている場合は、受け
　　　　ることができます。
　　　②日程などは、検診機関と調整後に通知します。申込み状況で、希望月とならない場合もあります。
助成対象　①～④の条件を全て満たした人
　　　①昭和55年４月１日以前に生まれ、申請日から受診日まで継続して国保の資格がある
　　　　（後期高齢者医療制度の加入者は対象外。年度途中で保険証の変わる人は注意ください。８頁の補助金
　　　を利用ください）
　　　②国民健康保険税の滞納がない
　　　③検診結果を市が閲覧・管理・保存することに同意できる
　　　④検診結果で特定保健指導が必要と判断された場合、その指導を受けることに同意できる

希望機関　①～⑤の中からお選びください
　①労働衛生医学協会 小出検診センター（バリウムのみ）
　②ゆきぐに大和病院（胃カメラ：鼻・口）※受入数の減少あり
　③城内診療所（バリウムのみ、乳がん・子宮がん検診なし）
　④湯沢町保健医療センター（胃カメラ：口のみ、乳がん検診：乳腺超音波検査のみ）
　⑤健康医学予防協会 長岡健康管理センター（胃カメラ：鼻・口）
　※すべての検診機関で受入数に限りがあり、希望に応じられない場合があります
　【ＰＳＡ（前立腺がん検診）、肝炎ウィルス検診、乳がん検診、子宮がん検診はオプション検査】
実施期間　平成27年４月～平成28年３月
申 込 み　市民課 国保年金係、大和・塩沢市民センター（郵送・ＦＡＸでの受付はできません）
　※提出時に受付証をお渡します
【参考】26年度の金額　（　）内は胃カメラ検査に変更した金額

～提出期限～
1月９日（金）

※平成27年度のドック費用額は３月末までに決まります
　基本検査・オプション検査の内容・ドック開始日は、各検診機関に直接問い合わせください

差引個人負担額検診機関名

小出検診センター
☎ ０２５－７９２－３３６５
ゆきぐに大和病院（健友館）
☎ ７７７－４４７７
城内診療所
☎ ７７５－2００9
湯沢町保健医療センター
☎ ７８5－5005
長岡健康管理センター
☎０２５８-２８-３６６６

※ドック費用額
（26年度）

国保の助成額
（27年度）

22,880円

22,800円
（27,800円）
16,400円

18,560円
（21,800円）
20,720円

（25,040円）

38,880円
（バリウムのみ）
38,800円

（43,800円）
32,400円

（バリウムのみ）
34,560円

（37,800円）
36,720円

（41,040円）

16,000円

この助成額は
平成27年度の
金額です

受付印

世帯主 住　所
（アパート・マンション名）

南魚沼市
〒 949－

氏　名 電話番号 　　　－　　　－　　　　

南魚沼市 国民健康保険 人間ドック助成申請書
【希望する項目の□にチェック☑を記入してください】
　●　年齢は、平成27年４月１日現在で記入ください。
　太枠の中を記入してください

① 保険証の記号番号 個人コード
生年月日 ※年齢 性別 検診希望月
昭和　　年　　月　　日 歳 男・女

検診希望機関 送迎希望
□あり　□なし
□あり　□なし

□あり　□なし

送迎乗車場所
□本庁舎　□塩沢庁舎　□大巻開発センター
□本庁舎　□塩沢庁舎　□大巻開発センター

□本庁舎　□大和庁舎

□小出検診センター
□ゆきぐに大和病院（健友館）
□城内診療所
□湯沢町保健医療センター
□長岡健康管理センター
胃の検査方法 □受診しない　□レントゲン（バリウム）　□胃カメラ（鼻）　□胃カメラ（口）
乳がん検診 □あり　□なし 子宮頸がん検診 □あり　□なし

　　　　月（上旬・中旬・下旬）

南魚沼

南魚沼市長　あて　　
　南魚沼市国民健康保険の人間ドック助成を下記のとおり申請します。市が行う保健活動のため、検診
機関が検査結果を市に提供し、必要な場合は特定保健指導を受けることに同意します。（特定保健指導
を拒否すると、人間ドック助成が受けられない場合があります）　　　　平成　　　年　　　月　　　日

氏 

名

② 保険証の記号番号 個人コード
生年月日 ※年齢 性別 検診希望月
昭和　　年　　月　　日 歳 男・女

検診希望機関 送迎希望
□あり　□なし
□あり　□なし

□あり　□なし

送迎乗車場所
□本庁舎　□塩沢庁舎　□大巻開発センター
□本庁舎　□塩沢庁舎　□大巻開発センター

□本庁舎　□大和庁舎

□小出検診センター
□ゆきぐに大和病院（健友館）
□城内診療所
□湯沢町保健医療センター
□長岡健康管理センター
胃の検査方法 □受診しない　□レントゲン（バリウム）　□胃カメラ（鼻）　□胃カメラ（口）
乳がん検診 □あり　□なし 子宮頸がん検診 □あり　□なし

　　月（上旬・中旬・下旬）

南魚沼
氏 

名

③ 保険証の記号番号 個人コード
生年月日 ※年齢 性別 検診希望月
昭和　　年　　月　　日 歳 男・女

検診希望機関 送迎希望
□あり　□なし
□あり　□なし

□あり　□なし

送迎乗車場所
□本庁舎　□塩沢庁舎　□大巻開発センター
□本庁舎　□塩沢庁舎　□大巻開発センター

□本庁舎　□大和庁舎

□小出検診センター
□ゆきぐに大和病院（健友館）
□城内診療所
□湯沢町保健医療センター
□長岡健康管理センター
胃の検査方法 □受診しない　□レントゲン（バリウム）　□胃カメラ（鼻）　□胃カメラ（口）
乳がん検診 □あり　□なし 子宮頸がん検診 □あり　□なし

　　　　月（上旬・中旬・下旬）

南魚沼
氏 

名
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所
得
税
の
確
定
申
告
書
は

自
宅
で
作
成
で
き
ま
す

【
問
合
せ
】
　税
務
課
　市
民
税
係

　

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
6
6
8

株
式
と
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
の
申
告
は
税
務
署
へ

【
問
合
せ
】
　税
務
課
　市
民
税
係

　

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
6
6
8

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
加
入
者
で
、
対
象

条
件
を
満
た
し
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す

る
人
に
補
助
金
（
償
還
払
い
）
を
支
給
し

ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
受
診
前
の
申
込
み
が
必
要

で
す
。

※
申
込
み
後
に
、
請
求
方
法
を
記
載
し
た

通
知
を
後
日
送
付
し
ま
す

対
象
条
件
（
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と
）

・
南
魚
沼
市
の
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入

し
て
い
る

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞
納
が
な

い
・
平
成
27
年
度
の
住
民
健
診
を
受
診
し
な

い
（
住
民
健
診
と
重
複
し
た
場
合
、
補

助
金
の
支
給
は
で
き
ま
せ
ん
）

対
象
受
診
期
間

　
平
成
27
年
４
月
〜
平
成
28
年
３
月

補
助
金
額
　
１
０
，
０
０
０
円

締
切
り
　
平
成
27
年
６
月
１
日
（
月
）

申
込
み

　
市
民
課 

国
保
年
金
係

　
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

※
電
話
で
の
受
付
は
、
市
民
課 

国
保
年

金
係
の
み

平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

人
間
ド
ッ
ク
費
用
補
助
金

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
　市
民
課
　国
保
年
金
係

　

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
6
6
1

注
意
事
項
　
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
費
用

は
、
住
民
健
診
に
比
べ
て
高
額
で
す
。

人
間
ド
ッ
ク
費
用
額
や
基
本
検
査
、
オ

プ
シ
ョ
ン
検
査
の
内
容
は
、
受
診
希
望

の
検
診
機
関
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
書
は
、
自
分
で
作
成
す
る
こ

と
が
原
則
で
す
。
市
役
所
に
手
書
き
用
の

申
告
書
も
用
意
し
ま
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
用
し
て
い
る
人
に
は
、
国
税
庁
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
作
成
の
メ
リ
ッ
ト

●
　

税
務
署
や
市
役
所
の
申
告
相
談
会
場
に

行
く
必
要
が
な
い

●
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い
る
パ

ソ
コ
ン
と
、
プ
リ
ン
タ
ー
が
あ
れ
ば
誰

で
も
作
成
可
能

●
　

ｅ

-

ｔ
ａ
ｘ
と
違
い
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
や
公
的
個
人
認
証
付
き
の
住

基
カ
ー
ド
が
不
要

●
　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
手
順
と
お
り
に
入
力

す
る
と
、
所
得
や
税
額
が
自
動
計
算

●
　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
手
順
の
と
お
り
に
入

力
し
な
い
と
先
に
進
め
ず
、
記
入
漏
れ

や
入
力
ミ
ス
が
な
く
な
る

●
　

収
支
内
訳
書
や
決
算
書
も
作
成
で
き
る

確
定
申
告
書
の
提
出
方
法

　
印
刷
し
た
確
定
申
告
書
を
封
筒
に
入

れ
、
源
泉
徴
収
票
や
各
種
控
除
の
資
料
、

収
支
内
訳
書
な
ど
の
添
付
書
類
を
同
封

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
場
所
（
郵
送
可
）

・
小
千
谷
税
務
署

・
税
務
課
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

・
市
民
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル
（
市
の
確

定
申
告
会
場
）

受
付
期
間
　
平
成
27
年
２
月
16
日
（
月
）

〜
3
月
16
日
（
月
）

※
還
付
申
告
の
受
付
は
１
月
１
日
（
木
・

祝
）
か
ら

確
定
申
告
書
は
、「
国
税
庁
」
で
検
索
し
、

確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
か
ら
作
成
く

だ
さ
い

※
平
成
26
年
分
の
確
定
申
告
書
は
、
１
月

上
旬
か
ら
作
成
可
能

　
市
で
は
、
確
定
申
告
書
を
自
分
で
作
成

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
毎
年
申
告
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
次
に
当
て
は

ま
る
場
合
は
、
税
務
署
の
申
告
相
談
会
場

か
税
理
士
（
有
料
）
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
市
の
申
告
相
談
会
場
で
は
、
相
談
に

応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。（
記
載
済

み
の
確
定
申
告
書
の
提
出
は
可
能
で
す
）

市
で
相
談
に
応
じ
ら
れ
な
い
申
告

●
　

株
式
の
譲
渡
所
得
の
申
告

●
　

過
去
の
株
式
の
譲
渡
損
失
を
繰
越
す
申

告
●
　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
）
で
、
１
年
目
の
申
告

株
式
な
ど
の
譲
渡
や
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
申

告
の
特
別
な
取
扱
い

　
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
は
、「
分
離
課

税
の
所
得
」と
し
、一
般
的
な
所
得（
事
業
、

給
与
、年
金
な
ど
）
と
は
区
別
さ
れ
ま
す
。

特
に
株
式
の
譲
渡
は
、
上
場
・
非
上
場
、

特
定
口
座
の
有
無
な
ど
か
ら
複
雑
な
申
告

と
な
る
た
め
、
税
務
署
に
よ
る
対
応
と
な

り
ま
す
。

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
、
税
額
か
ら
直
接

控
除
す
る
も
の
で
、
税
額
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。
１
年
目
の
申
告
で
は
、
必
要
書

類
も
多
く
、
複
雑
な
計
算
明
細
書
も
必
要

な
た
め
、税
務
署
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　
最
終
回
は
、
水
中
運
動
教
室

の
効
果
を
紹
介
し
ま
す
。（
教
室

の
詳
細
は
、
市
報
11
月
15
日
号

７
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

水
中
運
動
の
効
果

浮
力
…
水
中
で
は
体
重
が
１
/

10
と
な
り
、
ひ
ざ
や
腰
な
ど

に
負
担
を
か
け
ず
に
運
動
が

で
き
ま
す
。
ひ
ざ
痛
と
腰
痛

が
あ
る
人
に
お
勧
め
で
す
。

抵
抗
…
空
気
中
よ
り
も
水
中

は
、
強
い
力
と
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
う
た
め
、
筋
力
ア
ッ

プ
や
引
き
締
め
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

水
圧
…
呼
吸
筋
が
強
化
さ
れ
、

血
液
の
循
環
が
よ
く
な
り
ま

す
。

水
温
…
一般
的
に
水
温
は
体
温
よ

り
低
く
、
寒
さ
を
感
じ
ま
す

が
、
体
温
を
一定
に
保
と
う
と

す
る
働
き
に
よ
り
新
陳
代
謝

が
高
ま
り
、
脂
肪
燃
焼
効
率

が
高
ま
り
ま
す
。
ダ
イ
エッ
ト

に
も
最
適
で
す
。

参
加
者
の
感
想

・
腰
が
曲
って
い
た
け
ど
、
ま
っ
す

ぐ
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
足
の
状
態
が
改
善
し
た
。

・
仲
間
が
で
き
た
。

・
呼
吸
法
を
教
え
て
も
ら
っ
た
ら

冬
で
も
あ
ま
り
寒
く
な
か
っ

た
。

　
な
ど
の
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
介
護
予
防
は
、「
歳
を
取
っ
て

か
ら
」「
動
け
な
く
な
って
か
ら
」

と
い
う
印
象
が
強
い
で
す
が
、
40

〜
50
代
か
ら
筋
力
は
低
下
し
て

き
ま
す
。
健
康
で
も
早
い
う
ち

か
ら
運
動
習
慣
を
持
つ
こ
と
で
、

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
予
防
が

で
き
ま
す
。

　
積
極
的
に
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し

た
各
教
室
に
参
加
く
だ
さ
い
。

シリーズ❼
（最終回）【

問
合
せ
】

　介
護
保
険
課
　包
括
支
援
係

　
　　☎
7
7
3

－

6
6
7
5

　大
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　　☎
7
7
7

－

3
1
1
1

　六
日
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　　☎
7
7
3

－

6
6
7
5

　塩
沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　　☎
7
8
2

－

0
2
5
2

介
護
予
防
事
業
の
紹
介

　「
水
中
運
動
教
室
」

テーマ【
問
合
せ
・
提
出
】
介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係
　☎
7
7
3

－

6
6
7
5

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

　高
齢
者
福
祉
計
画・介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）

　
生
涯
を
こ
の
地
で
安
心
し
て
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
完
結
型

の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

し
、
平
成
27
年
度
〜
平
成
29
年
度

の
高
齢
者
福
祉
と
介
護
保
険
事
業

の
方
向
性
を
示
す「
高
齢
者
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」を
策

定
し
ま
す
。

意
見
を
公
募
す
る
目
的

　
平
成
27
年
３
月
末
ま
で
に
、「
高

齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
計
画

検
討
委
員
会
」で
、
最
終
案
が
検
討

さ
れ
ま
す
。
最
終
案
に
み
な
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
要
望

に
応
じ
た
計
画
と
す
る
た
め
に
意

見
を
公
募
し
ま
す
。

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

市
の
考
え
方
と
と
も
に
、
公
表

し
ま
す
。
た
だ
し
、
個
々
の
意

見
に
直
接
回
答
は
し
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
了
承
く
だ
さ

い
閲
覧
期
間
お
よ
び
意
見
募
集
期
間

　
12
月
５
日（
金
）〜
19
日（
金
）

閲
覧
場
所

●
　

介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係

●
　

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

●
　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
↓
市
政
情
報
↓
広
報
広
聴

↓
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

意
見
の
提
出
方
法

　
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、「
高
齢

者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」と
書

き
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
窓
口
に
持
参
　
閲
覧
場
所
で
受

け
付
け
ま
す
。
記
入
用
紙
が
必

要
な
人
は
、
申
し
出
く
だ
さ
い
。

②
郵
送
　
〒
９
４
９

－

６
６
９
６

南
魚
沼
市
六
日
町
１
８
０
番
地
１

　
南
魚
沼
市
役
所 

介
護
保
険
課
　

介
護
保
険
係
あ
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ  

７
７
３

－

６
７
２
３

「
介
護
保
険
課
あ
て
」と
記
入
く

だ
さ
い
。

④
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　
入
力
フ
ォ

ー
ム
に
入
力
し
、
送
信
く
だ
さ

い
。

　
こ
れ
ま
で
母
子
、
ま
た
は
父
子

家
庭
で
、
公
的
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
受
給
要

件
が
変
更
と
な
り
、
12
月
か
ら
年

金
額
が
手
当
額
よ
り
も
低
い
場
合

は
、
そ
の
差
額
分
の
手
当
を
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
で
対
象
者
を
把
握
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
人
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

参
考
◇
児
童
扶
養
手
当
の
月
額
◇

子
ど
も
が
１
人
の
場
合
の
支
給
額

　
全
部
支
給
：
４
１
，
０
２
０
円

　
一
部
支
給
：
４
１
，
０
１
０
円
〜

９
，
６
８
０
円（
所
得
に
応
じ

て
決
定
さ
れ
ま
す
）

子
ど
も
が
２
人
以
上
の
場
合
の
加

算
額２

人
目
：
５
，
０
０
０
円

３
人
目
以
降
：
３
，
０
０
０
円

　（
１
人
に
つ
き
）

児
童
扶
養
手
当

受
給
要
件
の
変
更

【
問
合
せ
】

　
　
　　子
育
て
支
援
課

　
　
　　☎
7
7
3

－

6
8
2
2
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所
得
税
の
確
定
申
告
書
は

自
宅
で
作
成
で
き
ま
す

【
問
合
せ
】
　税
務
課
　市
民
税
係

　

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
6
6
8

株
式
と
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
の
申
告
は
税
務
署
へ

【
問
合
せ
】
　税
務
課
　市
民
税
係

　

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
6
6
8

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
加
入
者
で
、
対
象

条
件
を
満
た
し
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す

る
人
に
補
助
金
（
償
還
払
い
）
を
支
給
し

ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
受
診
前
の
申
込
み
が
必
要

で
す
。

※
申
込
み
後
に
、
請
求
方
法
を
記
載
し
た

通
知
を
後
日
送
付
し
ま
す

対
象
条
件
（
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と
）

・
南
魚
沼
市
の
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入

し
て
い
る

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞
納
が
な

い
・
平
成
27
年
度
の
住
民
健
診
を
受
診
し
な

い
（
住
民
健
診
と
重
複
し
た
場
合
、
補

助
金
の
支
給
は
で
き
ま
せ
ん
）

対
象
受
診
期
間

　
平
成
27
年
４
月
〜
平
成
28
年
３
月

補
助
金
額
　
１
０
，
０
０
０
円

締
切
り
　
平
成
27
年
６
月
１
日
（
月
）

申
込
み

　
市
民
課 

国
保
年
金
係

　
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

※
電
話
で
の
受
付
は
、
市
民
課 

国
保
年

金
係
の
み

平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

人
間
ド
ッ
ク
費
用
補
助
金

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
　市
民
課
　国
保
年
金
係

　

　
　
　
　
　☎
7
7
3

－

6
6
6
1

注
意
事
項
　
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
費
用

は
、
住
民
健
診
に
比
べ
て
高
額
で
す
。

人
間
ド
ッ
ク
費
用
額
や
基
本
検
査
、
オ

プ
シ
ョ
ン
検
査
の
内
容
は
、
受
診
希
望

の
検
診
機
関
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
書
は
、
自
分
で
作
成
す
る
こ

と
が
原
則
で
す
。
市
役
所
に
手
書
き
用
の

申
告
書
も
用
意
し
ま
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
用
し
て
い
る
人
に
は
、
国
税
庁
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
作
成
の
メ
リ
ッ
ト

●
　

税
務
署
や
市
役
所
の
申
告
相
談
会
場
に

行
く
必
要
が
な
い

●
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い
る
パ

ソ
コ
ン
と
、
プ
リ
ン
タ
ー
が
あ
れ
ば
誰

で
も
作
成
可
能

●
　

ｅ

-

ｔ
ａ
ｘ
と
違
い
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
や
公
的
個
人
認
証
付
き
の
住

基
カ
ー
ド
が
不
要

●
　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
手
順
と
お
り
に
入
力

す
る
と
、
所
得
や
税
額
が
自
動
計
算

●
　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
手
順
の
と
お
り
に
入

力
し
な
い
と
先
に
進
め
ず
、
記
入
漏
れ

や
入
力
ミ
ス
が
な
く
な
る

●
　

収
支
内
訳
書
や
決
算
書
も
作
成
で
き
る

確
定
申
告
書
の
提
出
方
法

　
印
刷
し
た
確
定
申
告
書
を
封
筒
に
入

れ
、
源
泉
徴
収
票
や
各
種
控
除
の
資
料
、

収
支
内
訳
書
な
ど
の
添
付
書
類
を
同
封

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
場
所
（
郵
送
可
）

・
小
千
谷
税
務
署

・
税
務
課
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

・
市
民
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル
（
市
の
確

定
申
告
会
場
）

受
付
期
間
　
平
成
27
年
２
月
16
日
（
月
）

〜
3
月
16
日
（
月
）

※
還
付
申
告
の
受
付
は
１
月
１
日
（
木
・

祝
）
か
ら

確
定
申
告
書
は
、「
国
税
庁
」
で
検
索
し
、

確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
か
ら
作
成
く

だ
さ
い

※
平
成
26
年
分
の
確
定
申
告
書
は
、
１
月

上
旬
か
ら
作
成
可
能

　
市
で
は
、
確
定
申
告
書
を
自
分
で
作
成

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
毎
年
申
告
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
次
に
当
て
は

ま
る
場
合
は
、
税
務
署
の
申
告
相
談
会
場

か
税
理
士
（
有
料
）
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
市
の
申
告
相
談
会
場
で
は
、
相
談
に

応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。（
記
載
済

み
の
確
定
申
告
書
の
提
出
は
可
能
で
す
）

市
で
相
談
に
応
じ
ら
れ
な
い
申
告

●
　

株
式
の
譲
渡
所
得
の
申
告

●
　

過
去
の
株
式
の
譲
渡
損
失
を
繰
越
す
申

告
●
　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
）
で
、
１
年
目
の
申
告

株
式
な
ど
の
譲
渡
や
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
申

告
の
特
別
な
取
扱
い

　
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
は
、「
分
離
課

税
の
所
得
」と
し
、一
般
的
な
所
得（
事
業
、

給
与
、年
金
な
ど
）
と
は
区
別
さ
れ
ま
す
。

特
に
株
式
の
譲
渡
は
、
上
場
・
非
上
場
、

特
定
口
座
の
有
無
な
ど
か
ら
複
雑
な
申
告

と
な
る
た
め
、
税
務
署
に
よ
る
対
応
と
な

り
ま
す
。

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
、
税
額
か
ら
直
接

控
除
す
る
も
の
で
、
税
額
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。
１
年
目
の
申
告
で
は
、
必
要
書

類
も
多
く
、
複
雑
な
計
算
明
細
書
も
必
要

な
た
め
、税
務
署
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　
最
終
回
は
、
水
中
運
動
教
室

の
効
果
を
紹
介
し
ま
す
。（
教
室

の
詳
細
は
、
市
報
11
月
15
日
号

７
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

水
中
運
動
の
効
果

浮
力
…
水
中
で
は
体
重
が
１
/

10
と
な
り
、
ひ
ざ
や
腰
な
ど

に
負
担
を
か
け
ず
に
運
動
が

で
き
ま
す
。
ひ
ざ
痛
と
腰
痛

が
あ
る
人
に
お
勧
め
で
す
。

抵
抗
…
空
気
中
よ
り
も
水
中

は
、
強
い
力
と
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
う
た
め
、
筋
力
ア
ッ

プ
や
引
き
締
め
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

水
圧
…
呼
吸
筋
が
強
化
さ
れ
、

血
液
の
循
環
が
よ
く
な
り
ま

す
。

水
温
…
一般
的
に
水
温
は
体
温
よ

り
低
く
、
寒
さ
を
感
じ
ま
す

が
、
体
温
を
一定
に
保
と
う
と

す
る
働
き
に
よ
り
新
陳
代
謝

が
高
ま
り
、
脂
肪
燃
焼
効
率

が
高
ま
り
ま
す
。
ダ
イ
エッ
ト

に
も
最
適
で
す
。

参
加
者
の
感
想

・
腰
が
曲
って
い
た
け
ど
、
ま
っ
す

ぐ
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
足
の
状
態
が
改
善
し
た
。

・
仲
間
が
で
き
た
。

・
呼
吸
法
を
教
え
て
も
ら
っ
た
ら

冬
で
も
あ
ま
り
寒
く
な
か
っ

た
。

　
な
ど
の
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
介
護
予
防
は
、「
歳
を
取
っ
て

か
ら
」「
動
け
な
く
な
って
か
ら
」

と
い
う
印
象
が
強
い
で
す
が
、
40

〜
50
代
か
ら
筋
力
は
低
下
し
て

き
ま
す
。
健
康
で
も
早
い
う
ち

か
ら
運
動
習
慣
を
持
つ
こ
と
で
、

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
予
防
が

で
き
ま
す
。

　
積
極
的
に
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し

た
各
教
室
に
参
加
く
だ
さ
い
。

シリーズ❼
（最終回）【

問
合
せ
】

　介
護
保
険
課
　包
括
支
援
係

　
　　☎
7
7
3

－

6
6
7
5

　大
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　　☎
7
7
7

－

3
1
1
1

　六
日
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　　☎
7
7
3

－

6
6
7
5

　塩
沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　　☎
7
8
2

－

0
2
5
2

介
護
予
防
事
業
の
紹
介

　「
水
中
運
動
教
室
」

テーマ【
問
合
せ
・
提
出
】
介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係
　☎
7
7
3

－

6
6
7
5

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

　高
齢
者
福
祉
計
画・介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）

　
生
涯
を
こ
の
地
で
安
心
し
て
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
完
結
型

の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

し
、
平
成
27
年
度
〜
平
成
29
年
度

の
高
齢
者
福
祉
と
介
護
保
険
事
業

の
方
向
性
を
示
す「
高
齢
者
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」を
策

定
し
ま
す
。

意
見
を
公
募
す
る
目
的

　
平
成
27
年
３
月
末
ま
で
に
、「
高

齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
計
画

検
討
委
員
会
」で
、
最
終
案
が
検
討

さ
れ
ま
す
。
最
終
案
に
み
な
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
要
望

に
応
じ
た
計
画
と
す
る
た
め
に
意

見
を
公
募
し
ま
す
。

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

市
の
考
え
方
と
と
も
に
、
公
表

し
ま
す
。
た
だ
し
、
個
々
の
意

見
に
直
接
回
答
は
し
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
了
承
く
だ
さ

い
閲
覧
期
間
お
よ
び
意
見
募
集
期
間

　
12
月
５
日（
金
）〜
19
日（
金
）

閲
覧
場
所

●
　

介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係

●
　

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

●
　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
↓
市
政
情
報
↓
広
報
広
聴

↓
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

意
見
の
提
出
方
法

　
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、「
高
齢

者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」と
書

き
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
窓
口
に
持
参
　
閲
覧
場
所
で
受

け
付
け
ま
す
。
記
入
用
紙
が
必

要
な
人
は
、
申
し
出
く
だ
さ
い
。

②
郵
送
　
〒
９
４
９

－

６
６
９
６

南
魚
沼
市
六
日
町
１
８
０
番
地
１

　
南
魚
沼
市
役
所 

介
護
保
険
課
　

介
護
保
険
係
あ
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ  

７
７
３

－

６
７
２
３

「
介
護
保
険
課
あ
て
」と
記
入
く

だ
さ
い
。

④
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　
入
力
フ
ォ

ー
ム
に
入
力
し
、
送
信
く
だ
さ

い
。

　
こ
れ
ま
で
母
子
、
ま
た
は
父
子

家
庭
で
、
公
的
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
受
給
要

件
が
変
更
と
な
り
、
12
月
か
ら
年

金
額
が
手
当
額
よ
り
も
低
い
場
合

は
、
そ
の
差
額
分
の
手
当
を
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
で
対
象
者
を
把
握
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
人
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

参
考
◇
児
童
扶
養
手
当
の
月
額
◇

子
ど
も
が
１
人
の
場
合
の
支
給
額

　
全
部
支
給
：
４
１
，
０
２
０
円

　
一
部
支
給
：
４
１
，
０
１
０
円
〜

９
，
６
８
０
円（
所
得
に
応
じ

て
決
定
さ
れ
ま
す
）

子
ど
も
が
２
人
以
上
の
場
合
の
加

算
額２

人
目
：
５
，
０
０
０
円

３
人
目
以
降
：
３
，
０
０
０
円

　（
１
人
に
つ
き
）

児
童
扶
養
手
当

受
給
要
件
の
変
更

【
問
合
せ
】

　
　
　　子
育
て
支
援
課

　
　
　　☎
7
7
3

－

6
8
2
2
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自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
住
み
や
す
く

し
て
い
く
た
め
に
は
、
全
住
民
が
意
見
を

出
し
合
い
、話
し
合
う
こ
と
が
理
想
で
す
。

し
か
し
、
全
員
が
集
ま
り
、
話
し
合
う
こ

と
は
現
実
的
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

住
民
の
中
か
ら
代
表
と
な
る
議
員
を
選

び
、
話
し
合
い
を
す
る
場
が
議
会
で
す
。

　
議
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
市

の
方
針
や
予
算
、
条
例
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
ど
う
す
る
か
を
決
定
し
ま
す
。

市
長
は
そ
の
決
定
に
従
い
、
具
体
的
に
仕

事
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
議
会
の
役
割
っ
て
何
？

　
　
議
会
に
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
役
割

が
あ
り
ま
す
。

◇
政
策
や
条
例
、
予
算
を
決
定
す
る
こ
と

◇
市
の
仕
事
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か

点
検
す
る
こ
と

◇
予
算
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
使
わ
れ
て

い
る
か
点
検
す
る
こ
と

◇
国
や
県
な
ど
に
意
見
書
を
出
す
こ
と

シリーズ
市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
⑮

議
会
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

【
問
合
せ
】
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

－

６
６
５
０

　
　
よ
く
聞
く
本
会
議
と
委
員
会
っ
て
何

が
違
う
の
？

　
　
本
会
議
は
議
員
全
員
が
参
加
し
、
条

例
や
予
算
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。
委
員

会
は
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
案
件
の

審
議
や
、
市
の
事
務
に
関
す
る
調
査
な

ど
を
行
い
ま
す
。
委
員
会
ご
と
に
担
当

す
る
範
囲
が
決
ま
っ
て
い
て
、
全
議
員

が
い
ず
れ
か
の
委
員
会
に
所
属
し
て
い

ま
す
。

本
会
議
　
南
魚
沼
市
で
は
、
10
〜
20
日
間

ほ
ど
を
会
期
と
し
て
、
３
月
、
６
月
、

９
月
、
12
月
に
定
例
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
開
催
す
る
臨
時

会
も
あ
り
ま
す
。

委
員
会
　
本
会
議
よ
り
も
専
門
的
な
審

査
・
調
査
を
行
い
ま
す
。
定
例
会
が
行

わ
れ
て
い
な
い
時
期
に
も
開
催
し
、
担

当
分
野
の
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
本
会
議
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て

い
る
の
？

　
　
本
会
議
で
は
、
主
に
次
の
こ
と
を
行

っ
て
い
ま
す
。

議
案
の
審
議
　
条
例
や
予
算
の
決
定
、
高

額
と
な
る
契
約
を
結
ぶ
時
な
ど
に
、
そ

の
内
容
を
審
議

一
般
質
問
　
議
員
一
人
ひ
と
り
が
、
市
政

や
市
の
政
策
に
つ
い
て
市
長
な
ど
に
問

い
、
考
え
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
求

め
る
も
の

　「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
は
、
エ
イ
ズ

蔓
延
の
防
止
、
エ
イ
ズ
患
者
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
解
消

を
目
的
と
し
、
１
９
８
８
年
に
世
界
保

健
機
関
が
定
め
た
国
際
記
念
日
で
す
。

　
南
魚
沼
保
健
所
で
は
、
無
料
・
匿
名

で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
す
る
検
査
・
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切
な
人
を
守

る
た
め
に
、
エ
イ
ズ
検
査
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

検
査
　
①
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
〜

11
時
30
分

②
毎
月
第
１
火
曜
日

午
後
５
時
30
分
〜
７
時

※
検
査
は
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要

相
談
　
月
曜
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
随
時

受
付
）

検
査・相
談
の
希
望
は
、南
魚
沼
保
健
所

エ
イ
ズ
相
談
に
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
７
７
０

－

０
１
２
１

※
詳
し
く
は
、
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

健
康
福
祉
環
境
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

　
　
議
員
が
ど
の
よ
う
な
一
般
質
問
を
す

る
か
事
前
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
？

　
　
質
問
事
項
と
そ
の
内
容
を
記
載
し
た

も
の
を
、
一
般
質
問
が
開
催
さ
れ
る
当

日
か
ら
希
望
す
る
人
に
配
布
し
て
い
ま

す
。市
ウェブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
ま
す
。

　
　
傍
聴
に
行
く
時
間
が
な
い
け
ど
、
議

会
の
様
子
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
？

　
　
一
般
質
問
だ
け
で
す
が
、
定
例
会
終

了
の
翌
月
に
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
で
放
送
し

て
い
ま
す
。
放
送
日
時
は
、
決
定
次
第

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。
ま

た
、Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
で
の
放
送
後
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
　
議
会
を
傍
聴
し
た
い
け
ど
、
ど
う
し

た
ら
い
い
の
？

　
　
議
会
は
、
誰
で
も
簡
単
な
手
続
き
で

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

傍
聴
を
希
望
す
る
日
に
、
本
庁
舎
３
階

議
場
前
の
傍
聴
受
付
で
、
受
付
簿
に
住

所
・
氏
名
を
記
入
し
、
傍
聴
し
て
く
だ

さ
い
。

※
12
月
の
定
例
会
は
９
日
（
火
）、
15
日

（
月
）〜
19
日（
金
）に
開
催
予
定
で
す
。

正
式
な
日
程
は
、
12
月
２
日
（
火
）
以

降
に
議
会
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
）

Q.A.

Q.Q. A.A.Q.A.

A.Q. Q.A.

12
月
１
日
は「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
南
魚
沼
地
域
振
興
局

　
健
康
福
祉
環
境
部
医
薬
予
防
課

　
　
　
　
☎
７
７
２

－

８
１
４
２

【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

「大津波が来る！」と叫んでも「そうなの？」とご近所さん
「とにかく、逃げよう」と一緒に避難　東日本大震災（釡石仮設団地 60代 女性）
　昼食後にコーヒーを飲んでいたら、地震が起きました。すると、目が不自由な主人が「普通の地震
じゃないから逃げた方がいい。これは大津波の地震だ。いつものと違う。早く逃げろ！」とか言って、
階段を降りて行こうとするんですよ。「じゃ、革ジャン着て」って出していたら、「そんなの着ている
ヒマないよ」って。とにかく着の身着のままで、先に主人を高台の神社に避難させました。
　その時、おばあちゃんたちが立っていたので、「大津波が来るみたいだから、早く逃げて！立って
ないで！」って言ったら、「そうなの？」って笑っているんです。みんなそんな感じ。「ほんとに来る
から！」と叫んでいるところへお店をやっている隣のおばちゃんがリヤカーを引っ張って帰ってきた
ので、「シャッターだけ閉めて逃げて！」と言うと、「だって、今お
金を下してきたばっかりだ」って。「いや、とにかく逃げよう」と言
って、散乱している店先の物を片づけてやって、シャッターを閉めて、
おばちゃんと一緒に逃げました。
　実は前の年も大きな地震があって、津波警報が出て、避難命令が
出たんだけど、何もなかったんです。それに、あの日の２日前にも
ちょっとした地震があって、津波注意報が出たけど全然来なかった。
そういうこともあったから「たいしたことないな」という気持ちが
どこかにあったのかもしれません。

１日前プロジェクト　―災害に備えて―１日前プロジェクト　―災害に備えて―

「お茶の間サロンを開催！」 東地区地域づくり協議会 ☎779－3312

◆日　時：12月14日（日）9:00～12:00
◆場　所：大巻地区センター　◆講　師：中島広美さん
◆人　数：30人程度（先着）   ◆参加費：1,500円
毎年人気の教室です。詳しくは直接問い合わせください。

「簡単おいしいキムチづくり講習会を開催！」
大巻地区環境づくり協議会　☎776－2032

「視察研修を開催！」　12地区地域づくり協議会合同事業
　10月17日（金）、山の暮らし再生機構（通称：ＬＩＭＯ）
南魚沼復興支援センターの主催で、44人が参加した山
古志地域の視察研修を行ないました。震災からの復興の

過程は、地域づくりと重
なるものがあります。山
古志地域が今どのよう
に復興しているのかを、地域づくりに携わる人たちに知
ってもらい、地域づくりに生かしてもらいたい、そんな思
いから企画されました。この視察研修で、山古志地域か
ら学ぶものは、大きかったと思います。

　昼間一人で留守番しているお年寄りたちの心の
解放を目的に、女性部の主催で、10月５日（日）に
「第１回東地区お茶の間サロン」が開催されました。
　当日は、58人もの大勢の参加をいただき、参加
者からも好評で、今後も続けてほしいとの声が多く
寄せられました。

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
活
動

地
域
の
で
き
ご
と・お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課
　
☎
7
7
3

－

6
6
7
2
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自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
住
み
や
す
く

し
て
い
く
た
め
に
は
、
全
住
民
が
意
見
を

出
し
合
い
、話
し
合
う
こ
と
が
理
想
で
す
。

し
か
し
、
全
員
が
集
ま
り
、
話
し
合
う
こ

と
は
現
実
的
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

住
民
の
中
か
ら
代
表
と
な
る
議
員
を
選

び
、
話
し
合
い
を
す
る
場
が
議
会
で
す
。

　
議
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
市

の
方
針
や
予
算
、
条
例
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
ど
う
す
る
か
を
決
定
し
ま
す
。

市
長
は
そ
の
決
定
に
従
い
、
具
体
的
に
仕

事
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
議
会
の
役
割
っ
て
何
？

　
　
議
会
に
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
役
割

が
あ
り
ま
す
。

◇
政
策
や
条
例
、
予
算
を
決
定
す
る
こ
と

◇
市
の
仕
事
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か

点
検
す
る
こ
と

◇
予
算
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
使
わ
れ
て

い
る
か
点
検
す
る
こ
と

◇
国
や
県
な
ど
に
意
見
書
を
出
す
こ
と

シリーズ
市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
⑮

議
会
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

【
問
合
せ
】
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

－

６
６
５
０

　
　
よ
く
聞
く
本
会
議
と
委
員
会
っ
て
何

が
違
う
の
？

　
　
本
会
議
は
議
員
全
員
が
参
加
し
、
条

例
や
予
算
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。
委
員

会
は
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
案
件
の

審
議
や
、
市
の
事
務
に
関
す
る
調
査
な

ど
を
行
い
ま
す
。
委
員
会
ご
と
に
担
当

す
る
範
囲
が
決
ま
っ
て
い
て
、
全
議
員

が
い
ず
れ
か
の
委
員
会
に
所
属
し
て
い

ま
す
。

本
会
議
　
南
魚
沼
市
で
は
、
10
〜
20
日
間

ほ
ど
を
会
期
と
し
て
、
３
月
、
６
月
、

９
月
、
12
月
に
定
例
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
開
催
す
る
臨
時

会
も
あ
り
ま
す
。

委
員
会
　
本
会
議
よ
り
も
専
門
的
な
審

査
・
調
査
を
行
い
ま
す
。
定
例
会
が
行

わ
れ
て
い
な
い
時
期
に
も
開
催
し
、
担

当
分
野
の
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
本
会
議
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て

い
る
の
？

　
　
本
会
議
で
は
、
主
に
次
の
こ
と
を
行

っ
て
い
ま
す
。

議
案
の
審
議
　
条
例
や
予
算
の
決
定
、
高

額
と
な
る
契
約
を
結
ぶ
時
な
ど
に
、
そ

の
内
容
を
審
議

一
般
質
問
　
議
員
一
人
ひ
と
り
が
、
市
政

や
市
の
政
策
に
つ
い
て
市
長
な
ど
に
問

い
、
考
え
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
求

め
る
も
の

　「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
は
、
エ
イ
ズ

蔓
延
の
防
止
、
エ
イ
ズ
患
者
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
解
消

を
目
的
と
し
、
１
９
８
８
年
に
世
界
保

健
機
関
が
定
め
た
国
際
記
念
日
で
す
。

　
南
魚
沼
保
健
所
で
は
、
無
料
・
匿
名

で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
す
る
検
査
・
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切
な
人
を
守

る
た
め
に
、
エ
イ
ズ
検
査
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

検
査
　
①
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
〜

11
時
30
分

②
毎
月
第
１
火
曜
日

午
後
５
時
30
分
〜
７
時

※
検
査
は
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要

相
談
　
月
曜
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
随
時

受
付
）

検
査・相
談
の
希
望
は
、南
魚
沼
保
健
所

エ
イ
ズ
相
談
に
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
７
７
０

－
０
１
２
１

※
詳
し
く
は
、
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

健
康
福
祉
環
境
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

　
　
議
員
が
ど
の
よ
う
な
一
般
質
問
を
す

る
か
事
前
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
？

　
　
質
問
事
項
と
そ
の
内
容
を
記
載
し
た

も
の
を
、
一
般
質
問
が
開
催
さ
れ
る
当

日
か
ら
希
望
す
る
人
に
配
布
し
て
い
ま

す
。市
ウェブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
ま
す
。

　
　
傍
聴
に
行
く
時
間
が
な
い
け
ど
、
議

会
の
様
子
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
？

　
　
一
般
質
問
だ
け
で
す
が
、
定
例
会
終

了
の
翌
月
に
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
で
放
送
し

て
い
ま
す
。
放
送
日
時
は
、
決
定
次
第

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。
ま

た
、Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
で
の
放
送
後
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
　
議
会
を
傍
聴
し
た
い
け
ど
、
ど
う
し

た
ら
い
い
の
？

　
　
議
会
は
、
誰
で
も
簡
単
な
手
続
き
で

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

傍
聴
を
希
望
す
る
日
に
、
本
庁
舎
３
階

議
場
前
の
傍
聴
受
付
で
、
受
付
簿
に
住

所
・
氏
名
を
記
入
し
、
傍
聴
し
て
く
だ

さ
い
。

※
12
月
の
定
例
会
は
９
日
（
火
）、
15
日

（
月
）〜
19
日（
金
）に
開
催
予
定
で
す
。

正
式
な
日
程
は
、
12
月
２
日
（
火
）
以

降
に
議
会
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
）

Q.A.

Q.Q. A.A.Q.A.

A.Q. Q.A.

12
月
１
日
は「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
南
魚
沼
地
域
振
興
局

　
健
康
福
祉
環
境
部
医
薬
予
防
課

　
　
　
　
☎
７
７
２

－

８
１
４
２

【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

「大津波が来る！」と叫んでも「そうなの？」とご近所さん
「とにかく、逃げよう」と一緒に避難　東日本大震災（釡石仮設団地 60代 女性）
　昼食後にコーヒーを飲んでいたら、地震が起きました。すると、目が不自由な主人が「普通の地震
じゃないから逃げた方がいい。これは大津波の地震だ。いつものと違う。早く逃げろ！」とか言って、
階段を降りて行こうとするんですよ。「じゃ、革ジャン着て」って出していたら、「そんなの着ている
ヒマないよ」って。とにかく着の身着のままで、先に主人を高台の神社に避難させました。
　その時、おばあちゃんたちが立っていたので、「大津波が来るみたいだから、早く逃げて！立って
ないで！」って言ったら、「そうなの？」って笑っているんです。みんなそんな感じ。「ほんとに来る
から！」と叫んでいるところへお店をやっている隣のおばちゃんがリヤカーを引っ張って帰ってきた
ので、「シャッターだけ閉めて逃げて！」と言うと、「だって、今お
金を下してきたばっかりだ」って。「いや、とにかく逃げよう」と言
って、散乱している店先の物を片づけてやって、シャッターを閉めて、
おばちゃんと一緒に逃げました。
　実は前の年も大きな地震があって、津波警報が出て、避難命令が
出たんだけど、何もなかったんです。それに、あの日の２日前にも
ちょっとした地震があって、津波注意報が出たけど全然来なかった。
そういうこともあったから「たいしたことないな」という気持ちが
どこかにあったのかもしれません。

１日前プロジェクト　―災害に備えて―１日前プロジェクト　―災害に備えて―

「お茶の間サロンを開催！」 東地区地域づくり協議会 ☎779－3312

◆日　時：12月14日（日）9:00～12:00
◆場　所：大巻地区センター　◆講　師：中島広美さん
◆人　数：30人程度（先着）   ◆参加費：1,500円
毎年人気の教室です。詳しくは直接問い合わせください。

「簡単おいしいキムチづくり講習会を開催！」
大巻地区環境づくり協議会　☎776－2032

「視察研修を開催！」　12地区地域づくり協議会合同事業
　10月17日（金）、山の暮らし再生機構（通称：ＬＩＭＯ）
南魚沼復興支援センターの主催で、44人が参加した山
古志地域の視察研修を行ないました。震災からの復興の

過程は、地域づくりと重
なるものがあります。山
古志地域が今どのよう
に復興しているのかを、地域づくりに携わる人たちに知
ってもらい、地域づくりに生かしてもらいたい、そんな思
いから企画されました。この視察研修で、山古志地域か
ら学ぶものは、大きかったと思います。

　昼間一人で留守番しているお年寄りたちの心の
解放を目的に、女性部の主催で、10月５日（日）に
「第１回東地区お茶の間サロン」が開催されました。
　当日は、58人もの大勢の参加をいただき、参加
者からも好評で、今後も続けてほしいとの声が多く
寄せられました。

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
活
動

地
域
の
で
き
ご
と・お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課
　
☎
7
7
3

－

6
6
7
2
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ま な び の ひ ろ ばま な び の ひ ろ ば

12月の休館：毎週月曜日
年末年始の休館：12月28日
（日）～1月3日（土）公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372 ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

後期
3,080円

JSC員
後期
4,620円

後期
6,170円

ビーバー

イ ル カ

土曜日
10：00～11：00

木曜日
20：00～21：00

＜通年＞
後期

１月～３月

＜通年＞
後期

１月～３月

 年齢 １月31日で５歳以上
 泳力 けのび５ｍ以上できる
　  　こと（泳法不問）

 年齢 年齢不問
 泳力 ２泳法で25ｍ以上泳
　  　げること

後期
11回

（全45回）

※未就学児で初めて参加の場合、上記受講料と別に820円が必要
　上記、受講料のほかにプール入場料が必要（お得な定期券あり）
　教室は都合で、日程・回数・料金などを変更する場合あり。教室の内容などは、スポパラ事務局まで
　未就学児は、保護者がスポーツパラダイス会員の場合、会員料金を適用（ディスポート定期券購入時も、会員割引を適用）

※受付は先着順で、各教室とも定員に達し次第締め切り
　申込み開始時間の30分前から予備受付を行い、申込み開始時刻に定員を超える場合は、申込み開始時刻に締め切り、その場で抽選。
　詳しい内容などは、各教室参加者募集要項をご覧ください。不明な点は、スポパラ事務局まで
　日程は都合で変更する場合あり
　保険料は、会員は年会費に、一般参加者は参加料に含まれます（参加教室時のみ有効）

参加対象者
受　講　料

会　員 一　般コース 開催曜日・時間期　間 回数

しなやかボディ

水

木

土

11：00～

19：00～

10：30～

20：00～

9：00～

10：00～

平成27年
1月７日

平成27年
１月15日

平成27年
1月10日

12月17日（水）
10：30～

12月20日（土）
9：00～

12月18日（木）
9：00～

教室名 開催曜日・時間 教室初日 教室内容 受付開始

締 切 り　12月９日（火）21：30
申 込 み　ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙に必要事項を記入し、フロントに提出
　　　　　※電話での申し込みはできません
選考方法　12月11日（木）19：00から泳力テストを行います。（入場料無料）

受 講 料　スポパラ会員 …今年度初めて受講する教室は、すべて無料。第1期か第２期に受講し、今回再受
　　　　　　　　　　　　 講する教室は2,050円（しなやかボディ教室のみ、3,080円）
　　　　　一　　　　般 …各4,110円（しなやかボディ教室のみ5,140円）
教室回数　各教室とも全10回

＊＊＊ 長期スイミングスクール（通年）参加者募集 ＊＊＊

　ランニングマシン・エアロバイク・油圧式筋力アップマシンの使い方の講習会です。
日　時　12月14日（日）12：00～ 13：30 会　場　ディスポート南魚沼　トレーニングルーム
定　員　６人（事前申込みが必要）　 施設利用料　300円（定期券利用可）
受講料　スポパラ会員　無料／一般　200円 ※運動着・室内シューズ・タオルを用意ください

＊＊＊　トレーニングルーム　マシン使用法講習会　＊＊＊

締 切 り　12月14日（日）17：00
申 込 み　ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙とハガキに必要事項を記入し、フロントに提出
　　　　　※電話での申し込みはできません
選考方法　申込みが定員を超えた場合、16日（火）17：00からディスポート南魚沼２階ロビーで抽選を行い、
　　　　　結果をハガキでお知らせします。

＊＊＊　第３期（１月～３月）水泳教室　参加者募集　＊＊＊

＊＊＊　第３期　陸の教室参加者募集　第一弾！　＊＊＊

 Ａ  １月31日で３歳以上のオムツが
とれている未就学児と保護者

 Ｂ  親子で水慣れ

 Ａ  １月31日で５歳以上の未就学児
 Ｂ  水慣れから初歩のクロール

 Ａ  小学生
 Ｂ  水慣れ・顔つけから、中級コース
を目指す小学生

 Ａ  小3～中3で、初級からの進級者
 Ｂ  ４泳法の習得

 Ａ  小3～中3で、中級からの進級者
 Ｂ  ４泳法の上達

 Ａ  16歳以上の女性
 Ｂ  クロールが泳げるように

 Ａ  中学生以上
 Ｂ  顔つけ・水慣れから（金曜コース
は、４泳法できる人）

 Ａ  おおむね60歳以上
 Ｂ  水泳による筋力アップ、体力アッ
プ

 Ａ  16歳以上
 Ｂ  水の抵抗を利用しての筋力アッ
プ、体力アップ

 新規  今年度初めて参加する人　　 継続  第１期・第２期に参加していた人　 ＪＳＣ員  ジュニアスポーツクラブ員

※上記、受講料のほかにプール入場料が別途必要（お得な定期券あり）
　教室は都合で、日程・回数・料金などを変更する場合あり。教室の内容などは、スポパラ事務局まで
　未就学児は、保護者がスポーツパラダイス会員の場合、会員料金を適用（ディスポート定期券購入時も、会員割引を適用）
　締切り後、空きのある教室は、12月17日（水）9：00～27日（土）21：00に先着による追加募集を行います（２教室目の
　受講も可能）

会　員 一　般

土曜日　19：00～19：50

水曜日～土曜日
全６コース

水曜日～土曜日
全７コース

水曜日～土曜日
全４コース
木曜日・土曜日
全２コース
火曜日　11：00～12：00
木曜日　11：00～12：00

水曜日　19：00～20：00
金曜日　13：30～15：00

水曜日　14：00～15：00

金曜日　11：00～12：00

火曜日　20：05～20：55

水曜日　11：10～12：00

対象者  Ａ  ・内容  B 受　講　料コース

保護者が
会員の
場合
親子新規
1,540円
幼児新規
820円
継続
3,080円

新規
無 料

継続
3,080円

JSC員
3,600円

２教室目
から

3,080円

１教室
につき
5,650円

親　　子

幼　　児

初　　級

中　　級

上　　級

レディース

一　　般

シ ニ ア

水中歩行
ア ク ア
エ ク サ
サ イ ズ

開催曜日・時間

水
中
運
動
教
室

水

　泳

　教

　室

開
催
時
間
は
曜
日
で
異
な
り
ま
す

ハワイの伝統舞踊。アロハの精神で、ゆっ
たり楽しく踊りましょう。
笑顔で踊れば心も身体も健康に！

出産・育児としばらくスポーツをする機会が
なかった人に最適な教室。未就学児がい
る人も、託児付きで安心！
いろんなスポーツに挑戦します。

ストレス発散、シェイプアップを求める女
性、メタボ対策、強度の高い運動を求める
男性に最適！

ヨガやピラティスで、腰痛予防・姿勢改善。
柔軟でしなやかなボディを目指そう！

水昼

木夜

経験者

初心者

フラダンス
 対象  16歳以上

リフレッシュエクササイズ
 対象  おもに未就学児を
　　　持つ女性
 託児  集団での託児が
　　　可能な１歳以上

キックボクササイズ
 対象  16歳以上

一般営業時間外なのでプールの中は女性のみ。周囲の目を気にせず
受講できます！
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ま な び の ひ ろ ばま な び の ひ ろ ば

12月の休館：毎週月曜日
年末年始の休館：12月28日
（日）～1月3日（土）公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372 ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

後期
3,080円

JSC員
後期
4,620円

後期
6,170円

ビーバー

イ ル カ

土曜日
10：00～11：00

木曜日
20：00～21：00

＜通年＞
後期

１月～３月

＜通年＞
後期

１月～３月

 年齢 １月31日で５歳以上
 泳力 けのび５ｍ以上できる
　  　こと（泳法不問）

 年齢 年齢不問
 泳力 ２泳法で25ｍ以上泳
　  　げること

後期
11回

（全45回）

※未就学児で初めて参加の場合、上記受講料と別に820円が必要
　上記、受講料のほかにプール入場料が必要（お得な定期券あり）
　教室は都合で、日程・回数・料金などを変更する場合あり。教室の内容などは、スポパラ事務局まで
　未就学児は、保護者がスポーツパラダイス会員の場合、会員料金を適用（ディスポート定期券購入時も、会員割引を適用）

※受付は先着順で、各教室とも定員に達し次第締め切り
　申込み開始時間の30分前から予備受付を行い、申込み開始時刻に定員を超える場合は、申込み開始時刻に締め切り、その場で抽選。
　詳しい内容などは、各教室参加者募集要項をご覧ください。不明な点は、スポパラ事務局まで
　日程は都合で変更する場合あり
　保険料は、会員は年会費に、一般参加者は参加料に含まれます（参加教室時のみ有効）

参加対象者
受　講　料

会　員 一　般コース 開催曜日・時間期　間 回数

しなやかボディ

水

木

土

11：00～

19：00～

10：30～

20：00～

9：00～

10：00～

平成27年
1月７日

平成27年
１月15日

平成27年
1月10日

12月17日（水）
10：30～

12月20日（土）
9：00～

12月18日（木）
9：00～

教室名 開催曜日・時間 教室初日 教室内容 受付開始

締 切 り　12月９日（火）21：30
申 込 み　ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙に必要事項を記入し、フロントに提出
　　　　　※電話での申し込みはできません
選考方法　12月11日（木）19：00から泳力テストを行います。（入場料無料）

受 講 料　スポパラ会員 …今年度初めて受講する教室は、すべて無料。第1期か第２期に受講し、今回再受
　　　　　　　　　　　　 講する教室は2,050円（しなやかボディ教室のみ、3,080円）
　　　　　一　　　　般 …各4,110円（しなやかボディ教室のみ5,140円）
教室回数　各教室とも全10回

＊＊＊ 長期スイミングスクール（通年）参加者募集 ＊＊＊

　ランニングマシン・エアロバイク・油圧式筋力アップマシンの使い方の講習会です。
日　時　12月14日（日）12：00～ 13：30 会　場　ディスポート南魚沼　トレーニングルーム
定　員　６人（事前申込みが必要）　 施設利用料　300円（定期券利用可）
受講料　スポパラ会員　無料／一般　200円 ※運動着・室内シューズ・タオルを用意ください

＊＊＊　トレーニングルーム　マシン使用法講習会　＊＊＊

締 切 り　12月14日（日）17：00
申 込 み　ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙とハガキに必要事項を記入し、フロントに提出
　　　　　※電話での申し込みはできません
選考方法　申込みが定員を超えた場合、16日（火）17：00からディスポート南魚沼２階ロビーで抽選を行い、
　　　　　結果をハガキでお知らせします。

＊＊＊　第３期（１月～３月）水泳教室　参加者募集　＊＊＊

＊＊＊　第３期　陸の教室参加者募集　第一弾！　＊＊＊

 Ａ  １月31日で３歳以上のオムツが
とれている未就学児と保護者

 Ｂ  親子で水慣れ

 Ａ  １月31日で５歳以上の未就学児
 Ｂ  水慣れから初歩のクロール

 Ａ  小学生
 Ｂ  水慣れ・顔つけから、中級コース
を目指す小学生

 Ａ  小3～中3で、初級からの進級者
 Ｂ  ４泳法の習得

 Ａ  小3～中3で、中級からの進級者
 Ｂ  ４泳法の上達

 Ａ  16歳以上の女性
 Ｂ  クロールが泳げるように

 Ａ  中学生以上
 Ｂ  顔つけ・水慣れから（金曜コース
は、４泳法できる人）

 Ａ  おおむね60歳以上
 Ｂ  水泳による筋力アップ、体力アッ
プ

 Ａ  16歳以上
 Ｂ  水の抵抗を利用しての筋力アッ
プ、体力アップ

 新規  今年度初めて参加する人　　 継続  第１期・第２期に参加していた人　 ＪＳＣ員  ジュニアスポーツクラブ員

※上記、受講料のほかにプール入場料が別途必要（お得な定期券あり）
　教室は都合で、日程・回数・料金などを変更する場合あり。教室の内容などは、スポパラ事務局まで
　未就学児は、保護者がスポーツパラダイス会員の場合、会員料金を適用（ディスポート定期券購入時も、会員割引を適用）
　締切り後、空きのある教室は、12月17日（水）9：00～27日（土）21：00に先着による追加募集を行います（２教室目の
　受講も可能）

会　員 一　般

土曜日　19：00～19：50

水曜日～土曜日
全６コース

水曜日～土曜日
全７コース

水曜日～土曜日
全４コース
木曜日・土曜日
全２コース
火曜日　11：00～12：00
木曜日　11：00～12：00

水曜日　19：00～20：00
金曜日　13：30～15：00

水曜日　14：00～15：00

金曜日　11：00～12：00

火曜日　20：05～20：55

水曜日　11：10～12：00

対象者  Ａ  ・内容  B 受　講　料コース

保護者が
会員の
場合
親子新規
1,540円
幼児新規
820円
継続
3,080円

新規
無 料

継続
3,080円

JSC員
3,600円

２教室目
から

3,080円

１教室
につき
5,650円

親　　子

幼　　児

初　　級

中　　級

上　　級

レディース

一　　般

シ ニ ア

水中歩行
ア ク ア
エ ク サ
サ イ ズ

開催曜日・時間

水
中
運
動
教
室

水

　泳

　教

　室

開
催
時
間
は
曜
日
で
異
な
り
ま
す

ハワイの伝統舞踊。アロハの精神で、ゆっ
たり楽しく踊りましょう。
笑顔で踊れば心も身体も健康に！

出産・育児としばらくスポーツをする機会が
なかった人に最適な教室。未就学児がい
る人も、託児付きで安心！
いろんなスポーツに挑戦します。

ストレス発散、シェイプアップを求める女
性、メタボ対策、強度の高い運動を求める
男性に最適！

ヨガやピラティスで、腰痛予防・姿勢改善。
柔軟でしなやかなボディを目指そう！

水昼

木夜

経験者

初心者

フラダンス
 対象  16歳以上

リフレッシュエクササイズ
 対象  おもに未就学児を
　　　持つ女性
 託児  集団での託児が
　　　可能な１歳以上

キックボクササイズ
 対象  16歳以上

一般営業時間外なのでプールの中は女性のみ。周囲の目を気にせず
受講できます！
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　　　　◆～彫る 摺る 画く～　「棟方志功の世界」
　板と向き合い板の声を聞き制作した「板画」や、肉
筆による鮮やかな色彩で思うまま筆をふるった「倭画」
の他に、棟方志功の書も展示しています。
　　　　■期　間　平成27年3月1日（日）まで
◆「革新の美　近現代洋画展」
　近代日本画壇に大きな足跡を残した巨匠の作品と
現在、人気実力作家として活動している俊英作家の
作品を展示しています。
 展示作家  梅原龍三郎・中川一政・東郷青児・
 　　　　  大沢昌助・絹谷幸二　ほか
◆「色が魅せる　―　飯島一次・橋本三郎・
　　　　　　　 　 小野州一・桑原正昭　版画展」
　華やかな色彩で海外の風景や人々を描いた作家
にスポットをあて展示しています。作品が放つ色の魅
力を、ぜひご覧ください。

12月の休館：25日（火）
782-9860

￥大人500円、小中高250円（市内の小中学生は無料）
FAXTEL

■期　間　平成27年３月22日（日）まで

第３期 「棟方志功＋加山又造・斉藤三郎の描く
女性美と日本人画家の描く海外風景」

770-1173〔JR六日町駅１階〕 TEL
http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/index.htmlURL

企画展 『Winter Again』

TEL FAX775-3646 775-3650

12月の休館：毎週水曜日
年末年始休館：12月29日（月）～１月４日（日）

【12月の「市民無料の日」は、８日（月）、18日（木）、28日（日）】

￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

■期　間　平成27年３月９日（月）まで
　世界中の誰もが
到達していない“白
の世界”に挑戦し、
独自の技法で描き続
けた富岡作品の冬
景色をご覧ください。
　同時開催の「トミ
オカ南魚県展2014」
は、第69回新潟県美術展覧会で入賞入選した南魚
沼郡・市在住の人の作品、委員・無鑑査の作品を、12
月23日（火・祝）まで展示します。

「ぼくの、わたしの八海山」 絵画展

　城内中学校の生徒が描いた、初秋の八海山を展示
しています。感じたままに描いた作品は、どれも特徴が
あり、ほのぼのとした気持ちにさせてくれます。
■期　間　12月４日（木）まで
■会　場　トミオカホワイト美術館 ラウンジ
■料　金　無料

￥一般500円／小中高250円

TEL FAX783-4500 783-3388
http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkanURL

今泉記念館・アートステーション

　３月31日（火）まで、会場利用料と付属設備料が通
常の８割相当額となります。この機会に市民会館を利
用してみませんか？
※営利目的などの催しは除きます

利用料金の冬季割引

常設展

企画展

780-4080 777-3815 http://www.ikedaart.jp
￥一般500円／高校生以下（無料）

TEL FAX URL

「魚沼丘陵A、B」

ま な び の ひ ろ ば

TEL FAX773-5500 772-8161　　0120-150-142
http://www.6bun.jpURL

　新潟ゆかりの童謡をお届けするコンサート。思わず
口ずさむ唄、幼いころに聴いた童謡、親子で歌いつい
でほしい日本の歌。家族でお楽しみください。
■日　時　12月14日（日） 14：00開演（開場13：30）
■出　演　芹洋子、鈴木規子（ソプラノ）、青山恵子

（メゾソプラノ）、南魚沼市市制施行10周
年記念合唱団

■料　金　全席自由　一般1,000円（高校生以下無料
（要整理券）、３歳未満の入場はできません）

※市民会館、会館プレイガイドで好評発売中！

ふるさと新潟の童謡
う　た

南魚沼市市制施行10周年記念コンサート

南魚沼市民会館
12月の休館：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
年末年始休館：12月29日（月）～１月３日（土）

受付8：30～17：15
トミオカホワイト美術館

開館10：00～17：00（入館終了16：30）

棟方志功アートステーション
開館9：00～17：00（入館終了16：30）

鈴木牧之記念館
開館9：00～16：30

池田記念美術館
12月の休館：毎週水曜日、９日（火）、11日（木）
年末年始休館：12月24日（水）～１月８日（木）

開館9：00～17：00（入館終了16：30）

今泉記念館
12月は毎日開館します

開館9：00～17：00（入館終了16：30）

ま な び の ひ ろ ば

　開館25周年を記念し、豪雪の様子や、懐かしい冬
の生活風景などの写真を展示した特別展「雪国の生
活」を開催しています。ぜひご覧ください。
※南魚沼市民は無料です（受付で住所を伝えて入館
ください）
■期　間　12月2８日（日）まで

◇ 開館25周年記念特別展「雪国の生活」 ◇

やまと が

か

う　た 鈴木規子芹洋子 青山恵子

「第59回　南魚沼郡市児童生徒美術展」
■日　時　12月12日（金）～23日（火・祝）
　湯沢町と南魚沼市の子どもたちの作品500点を展
示します。子どもたちの「いきいき」「わくわく」した息遣
いを感じてください。
◇作品解説会◇
■日　時　12月13日（土）10：00～11：00
■講　師　新潟大学教育学部教授　佐藤哲夫

　地場産パンとワインとともに、命の
喜びを味わうコンサート。いやしの
ひと時を一緒に過ごしませんか？
■日　時　12月７日（日）
　　　　　18：00～（開場17：15）
■料　金　前売券2,500円
　　　　　当日券3,000円
■出演者　サックス／日比野則彦、

ソプラノ／小菅文、
ピアノ／ＡＹＡＫＩ

「天上の音楽　クリスマス・スペシャルライブ」

12月の休館：２日（火）、９日（火）、16日（火）、24日（水）
年末年始休館：12月29日（月）～１月10日（土）

12月は毎日開館します
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写真①「お歯黒箱」写真②「小釡・ナツメ型容器・鉄奬棒」
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　　　　◆～彫る 摺る 画く～　「棟方志功の世界」
　板と向き合い板の声を聞き制作した「板画」や、肉
筆による鮮やかな色彩で思うまま筆をふるった「倭画」
の他に、棟方志功の書も展示しています。
　　　　■期　間　平成27年3月1日（日）まで
◆「革新の美　近現代洋画展」
　近代日本画壇に大きな足跡を残した巨匠の作品と
現在、人気実力作家として活動している俊英作家の
作品を展示しています。
 展示作家  梅原龍三郎・中川一政・東郷青児・
 　　　　  大沢昌助・絹谷幸二　ほか
◆「色が魅せる　―　飯島一次・橋本三郎・
　　　　　　　 　 小野州一・桑原正昭　版画展」
　華やかな色彩で海外の風景や人々を描いた作家
にスポットをあて展示しています。作品が放つ色の魅
力を、ぜひご覧ください。

12月の休館：25日（火）
782-9860

￥大人500円、小中高250円（市内の小中学生は無料）
FAXTEL

■期　間　平成27年３月22日（日）まで

第３期 「棟方志功＋加山又造・斉藤三郎の描く
女性美と日本人画家の描く海外風景」

770-1173〔JR六日町駅１階〕 TEL
http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/index.htmlURL

企画展 『Winter Again』

TEL FAX775-3646 775-3650

12月の休館：毎週水曜日
年末年始休館：12月29日（月）～１月４日（日）

【12月の「市民無料の日」は、８日（月）、18日（木）、28日（日）】

￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

■期　間　平成27年３月９日（月）まで
　世界中の誰もが
到達していない“白
の世界”に挑戦し、
独自の技法で描き続
けた富岡作品の冬
景色をご覧ください。
　同時開催の「トミ
オカ南魚県展2014」
は、第69回新潟県美術展覧会で入賞入選した南魚
沼郡・市在住の人の作品、委員・無鑑査の作品を、12
月23日（火・祝）まで展示します。

「ぼくの、わたしの八海山」 絵画展

　城内中学校の生徒が描いた、初秋の八海山を展示
しています。感じたままに描いた作品は、どれも特徴が
あり、ほのぼのとした気持ちにさせてくれます。
■期　間　12月４日（木）まで
■会　場　トミオカホワイト美術館 ラウンジ
■料　金　無料

￥一般500円／小中高250円

TEL FAX783-4500 783-3388
http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkanURL

今泉記念館・アートステーション

　３月31日（火）まで、会場利用料と付属設備料が通
常の８割相当額となります。この機会に市民会館を利
用してみませんか？
※営利目的などの催しは除きます

利用料金の冬季割引

常設展

企画展

780-4080 777-3815 http://www.ikedaart.jp
￥一般500円／高校生以下（無料）

TEL FAX URL

「魚沼丘陵A、B」

ま な び の ひ ろ ば

TEL FAX773-5500 772-8161　　0120-150-142
http://www.6bun.jpURL

　新潟ゆかりの童謡をお届けするコンサート。思わず
口ずさむ唄、幼いころに聴いた童謡、親子で歌いつい
でほしい日本の歌。家族でお楽しみください。
■日　時　12月14日（日） 14：00開演（開場13：30）
■出　演　芹洋子、鈴木規子（ソプラノ）、青山恵子

（メゾソプラノ）、南魚沼市市制施行10周
年記念合唱団

■料　金　全席自由　一般1,000円（高校生以下無料
（要整理券）、３歳未満の入場はできません）

※市民会館、会館プレイガイドで好評発売中！

ふるさと新潟の童謡
う　た

南魚沼市市制施行10周年記念コンサート

南魚沼市民会館
12月の休館：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
年末年始休館：12月29日（月）～１月３日（土）

受付8：30～17：15
トミオカホワイト美術館

開館10：00～17：00（入館終了16：30）

棟方志功アートステーション
開館9：00～17：00（入館終了16：30）

鈴木牧之記念館
開館9：00～16：30

池田記念美術館
12月の休館：毎週水曜日、９日（火）、11日（木）
年末年始休館：12月24日（水）～１月８日（木）

開館9：00～17：00（入館終了16：30）

今泉記念館
12月は毎日開館します

開館9：00～17：00（入館終了16：30）

ま な び の ひ ろ ば

　開館25周年を記念し、豪雪の様子や、懐かしい冬
の生活風景などの写真を展示した特別展「雪国の生
活」を開催しています。ぜひご覧ください。
※南魚沼市民は無料です（受付で住所を伝えて入館
ください）
■期　間　12月2８日（日）まで

◇ 開館25周年記念特別展「雪国の生活」 ◇

やまと が

か

う　た 鈴木規子芹洋子 青山恵子

「第59回　南魚沼郡市児童生徒美術展」
■日　時　12月12日（金）～23日（火・祝）
　湯沢町と南魚沼市の子どもたちの作品500点を展
示します。子どもたちの「いきいき」「わくわく」した息遣
いを感じてください。
◇作品解説会◇
■日　時　12月13日（土）10：00～11：00
■講　師　新潟大学教育学部教授　佐藤哲夫

　地場産パンとワインとともに、命の
喜びを味わうコンサート。いやしの
ひと時を一緒に過ごしませんか？
■日　時　12月７日（日）
　　　　　18：00～（開場17：15）
■料　金　前売券2,500円
　　　　　当日券3,000円
■出演者　サックス／日比野則彦、

ソプラノ／小菅文、
ピアノ／ＡＹＡＫＩ

「天上の音楽　クリスマス・スペシャルライブ」

12月の休館：２日（火）、９日（火）、16日（火）、24日（水）
年末年始休館：12月29日（月）～１月10日（土）

12月は毎日開館します

 

民
俗
資
料
よ
り
⑧

お
歯
黒
箱（
鉄
漿
付
け
箱
）

　
江
戸
時
代
の
日
本
の
伝
統
的
な

化
粧
に
白
粉
、紅
、お
歯
黒
、引
眉
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。お
歯
黒
と
は
、

そ
の
名
の
と
お
り
、歯
を
黒
く
染
め

る
こ
と
で
す
。

　
お
歯
黒
の
始
ま
り
は
不
明
で
す

が
、お
歯
黒
を
し
た
埴
輪
が
出
土
し

て
い
る
こ
と
か
ら
古
く
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　
平
安
時
代
に
は
、貴
族
は
男
女
と

も
成
人
を
表
す
も
の
と
し
て
行
わ

れ
、戦
国
時
代
に
は
、武
士
階
級
に

ま
で
広
が
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
、貴
族
と
武
家
・

町
人
の
女
性
た
ち
は
結
婚
式
の
日
か

ら
お
歯
黒
を
は
じ
め
、お
歯
黒
は
結

婚
を
し
て
い
る
証
に
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
に
な
る
と
文
明
開
化
の
流

れ
も
あ
り
、明
治
３
年
に
皇
族
・
貴

族
の
お
歯
黒
が
禁
止
さ
れ
、明
治
６

年
に
は
一
般
女
性
も
禁
止
と
な
り
ま

し
た
。今
で
は
芝
居
、時
代
劇
な
ど

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
で
す
。

　
お
歯
黒
に
は
、「
ふ
し
粉
」（
五
倍

子
粉
）と「
鉄
奬
水
」を
使
い
ま
し

た
。「
ふ
し
粉
」は
、ヌ
ル
デ
の
実
を
石

う
す
で
ひ
い
て
粉
に
し
た
も
の
で
、主

な
成
分
は
タ
ン
ニ
ン
で
す
。「
鉄
奬

水
」は
、使
わ
な
く
な
っ
た
針
な
ど
の

鉄
く
ず
を
餅
の
煮
汁
、米
の
と
ぎ
汁

な
ど
の
中
に
入
れ
、酸
化・発
酵
さ
せ

た
も
の
で
、主
な
成
分
は
酢
酸
第
一

鉄
で
す
。艶
を
出
す
た
め
に
、酢・酒・

飴
な
ど
も
入
れ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
ふ
し
粉
と
小
釡
に
入
れ
て
煮
た
鉄

奬
水
を
鉄
奬
棒
で
歯
に
付
け
、こ
れ

ら
が
化
学
反
応
を
起
こ
し
、黒
く
な

る
こ
と
を
利
用
し
て
、歯
を
染
め
ま

し
た
。実
際
に
歯
に
浸
透
し
て
黒
く

な
る
わ
け
で
は
な
く
、表
面
に
付
着

さ
せ
た
も
の
で
し
た
。黒
さ
を
保
つ

た
め
に
半
月
に
１
〜
２
回
程
度
、お

歯
黒
を
付
け
ま
し
た
。

　
写
真
①
は
、「
お
歯
黒
箱
」（
鉄
漿

付
き
箱
）と
呼
ば
れ
る
お
歯
黒
の
道

具
を
入
れ
た
道
具
箱（
幅・奥
行・高

さ
と
も
約
14㎝
）で
す
。

　
漆
塗
り
の
木
箱
の
上
蓋
を
開
け

る
と
、写
真
②
の
小
釡（
直
径
約
６

㎝
）と
ナ
ツ
メ
型
容
器（
直
径
約
６

㎝
）、鉄
奬
棒（
長
さ
約
16㎝
）が
入
れ

ら
れ
て
お
り
、箱
の
下
に
は
引
出
し

が
付
い
て
い
ま
す
。

「
普
通
の
家
に
は
、こ
の
よ
う
な
立
派

な
も
の
は
な
か
っ
た
が
、嫁
入
り
す
る

と
き
に
は
必
ず
持
っ
て
いっ
た
も
の
。

お
歯
黒
は
、農
家
へ
嫁
い
だ
場
合
で

も
行
っ
た
」と
、塩
沢
地
域
で
の
話
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】社
会
教
育
課

　
　
　
　郷
土
史
編
さ
ん
係

　
　
　
　☎
7
7
3

－

2
1
9
7

25

は
ぐ
ろ

か

　ね

か

　ね   

み
ず

お
し
ろ
い

ひ
き
ま
ゆ

写真①「お歯黒箱」写真②「小釡・ナツメ型容器・鉄奬棒」

市報 みなみ魚沼　平成26年12月１日発行15



  

12
月
の
読
書
の
つ
ど
い

ク
リ
ス
マ
ス
劇
と
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
作
り
（
工
作
）

●
日
時
　
12
月
20
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

多
目
的
室

●
テ
ー
マ
　「
ク
リ
ス
マ
ス
」

●
内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
劇
、
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
（
持
ち

物
：
細
い
マ
ジ
ッ
ク
）、
読
み

聞
か
せ
、
本
の
紹
介

●
出
演
　
六
日
町
高
等
学
校
演
劇
部

●
対
象
　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者
他
　
ど
な
た
で
も

●
定
員
　
50
人
　
※
参
加
無
料

●
申
込
み
　
図
書
館
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
電
話
可
）

※
駐
車
場
の
混
雑
時
は
、市
役
所
本

庁
舎
駐
車
場
を
利
用
く
だ
さ
い

  

絵
本
の
へ
や

　
楽
し
い
絵
本
の
へ
や
に
、
遊
び

に
き
ま
せ
ん
か
？

●
期
日
　
毎
週
水
曜
日
　
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

※
12
月
17
日
（
水
）
に
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
開
催
し
ま
す
。
サ
ン

タ
が
や
っ
て
く
る
よ
！

●
会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

多
目
的
室

●
対
象
　
０
歳
か
ら
入
園
前
の
幼
児

●
内
容
　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手

遊
び
・
絵
本
・
紙
芝
居
読
み
聞

か
せ
な
ど

  

10
月
の
読
書
の
つ
ど
い
の
様
子

　「
ど
う
ぶ
つ
」
が
テ
ー
マ
の
読

書
の
つ
ど
い
で
し
た
。
今
回
は
、

図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
い
ろ
ん

な
動
物
の
本
を
紹
介
し
た
後
、
オ

フ
ィ
ス
や
ま
い
も
に
よ
る
人
形
劇

「
人
形
バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
」
を

行
い
ま
し
た
。
テ
ン
ポ
の
よ
い
人

形
の
動
き
、
ご
飯
の
代
わ
り
に
カ

レ
ー
に
ラ
ー
メ
ン
を
入
れ
て
食
べ

る
お
話
、
野
菜
作
り
、
大
中
小
い

ろ
ん
な
動
物
の
人
形
が
登
場
し
ま

し
た
。
最
後
は
ホ
ロ
リ
と
し
て
し

ま
う
素
敵
な
お
話
で
し
た
。
参
加

者
か
ら
「
初
め
て
の
人
形
劇
を
生

で
見
て
感
激
し
ま
し
た
」
と
、
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

テ
ー
マ
展
示

　
12
月
の
図
書
館
の
テ
ー
マ
展
示

は
、「
年
末
年
始
に
役
立
つ
本
」

で
す
。
早
い
も
の
で
も
う
師
走
と

な
り
ま
し
た
。
新
年
に
向
け
て
の

準
備
に
役
立
て
く
だ
さ
い
。

  

巡
回
図
書
を
利
用
く
だ
さ
い

　
11
月
20
日
（
木
）
に
塩
沢
図
書

室
の
巡
回
図
書
を
入
れ
替
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
図
書
館
の
蔵
書
か

ら
２
０
０
冊
を
隔
月
で
入
れ
替
え

て
い
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
利
用
く

だ
さ
い
。
次
回
大
和
図
書
室
は
12

月
18
日
（
木
）
に
入
れ
替
え
予
定

で
す
。

  

郷
土
図
書
紹
介

　『
に
い
が
た
地
域
映
像
ア
ー
カ

イ
ブ
№
５
』（
発
行
・
寄
贈
：
新

潟
大
学
人
文
学
部
）

　
地
域
に
埋
も
れ
て
い
る
身
近
な

映
像
資
料
を
再
発
見
す
る
企
画
と

し
て
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
南
魚
沼
市
ゆ
か
り
の
資
料
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

12
月
28
日（
日
）は
早
期
閉
館
し
ま
す

　
午
後
５
時
で
閉
館
と
な
り
ま

す
。
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
12
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
　
大
和
公
民
館

内
容
　
手
袋
人
形
・
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
・
絵
本
・
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
・
手
遊
び
・
歌
な
ど

対
象
　
０
〜
３
歳
児
と
保
護
者

参
加
費
　
無
料
（
予
約
不
要
）

南魚沼市 月～金9:30～20:00（土日祝日は19:00まで）
休館（図書整理日）18日(木)

大　和 ☎777-4671 火～金9:00～19:00（土日祝日は
17:00まで）休館月（祝日の場合翌日）

塩　沢 ☎782-0100 火～金9:00～20:00（月土日祝日
は17:00まで）

年末年始の休館（３か所）:12月29日（月）～1月３日（土）
申込み・問合せ：南魚沼市図書館 ☎７７３－６６７７

12月の開館日時
図書館図書館み ん な のア

ル
コ
ー
ル
の
特
性
を
知
っ
て

上
手
に
付
き
合
お
う

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

け ん こ う ひ ろ ば

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

サ
ン
タ
さ
ん
に
あ
え
る
か
な
？

ハ
ン
ド
ベ
ル
も
あ
る
よ
！

【
問
合
せ
】南
魚
沼
市
図
書
館

　
　
☎
７
７
３

－

６
６
７
７

ま な び の ひ ろ ば

南
魚
沼
市
民
の
飲
酒
の
現
状

毎
日
、
飲
酒
習
慣
の
あ
る
人
の
割
合

国
…
男
性
29
・
５
％
、
女
性
6
・
9
％

﹇
平
成
24
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
よ
り
﹈

南
魚
沼
市
…
男
性
47
・
９
％
、
女
性
10
・

１
％

・
1
合
以
上
飲
む
人
…
男
性
46
・
３
％
、

女
性
9
・
8
％

・
3
合
以
上
飲
む
人
…
男
性
2
・
8
％
、

女
性
0
・
5
％

﹇
平
成
25
年
住
民
健
診
問
診
票
よ
り
﹈

　
南
魚
沼
市
は
、
国
の
平
均
よ
り
も
飲
酒

頻
度
が
多
く
、
毎
日
大
量
飲
酒
を
す
る
人

も
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
特
徴

睡
眠
障
が
い
に
つ
な
が
る

　
飲
酒
は
入
眠
を
促
し
ま
す
が
、
逆
に
眠

り
を
浅
く
す
る
作
用
も
あ
り
ま
す
。

う
つ
病
と
関
係
が
深
い

　
イ
ラ
イ
ラ
を
発
散
さ
せ
る
目
的
で
飲
酒

し
た
場
合
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
抜
け
た
時
に

う
つ
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

不
安
な
気
持
ち
を
解
消
す
る
た
め
に
飲
酒

を
重
ね
、
悪
循
環
を
招
き
ま
す
。

重
ね
る
ご
と
に
量
が
増
え
て
い
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
左
の
表
の
と
お
り
、ア
ル
コ
ー
ル
は「
精

神
依
存
」「
身
体
依
存
」「
耐
性
」
の
全
項

目
で
、
強
い
依
存
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

認
知
症
に
つ
な
が
る

　
飲
酒
量
が
増
え
る
ほ
ど
、
脳
が
委
縮
し

ま
す
。
過
去
に
5
年
以
上
ア
ル
コ
ー
ル
を

大
量
飲
酒
し
て
い
た
人
は
、
そ
の
経
験
が

な
い
人
と
比
べ
4
・
6
倍
認
知
症
の
危
険

性
が
高
ま
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に

適
量
を
守
る

　
適
量
は
飲
酒
し
て
い
る
そ
の
お
酒
の
量

で
は
な
く
、
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
で
考
え
ま

す
。一
日
に
お
け
る
摂
取
可
能
な
適
量
は
、

純
ア
ル
コ
ー
ル
で
20
ｇ
程
度
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。（
日
本
酒
換
算
で
1
合
程
度
）

こ
れ
は
、
翌
日
ま
で
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
完

全
に
分
解
し
て
肝
臓
を
休
め
る
こ
と
を
考

え
た
量
で
す
。

純
ア
ル
コ
ー
ル
量（
ｇ
）＝
飲
酒
量（
㎖
）

×
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
÷
１
０
０
（
％
）

×
ア
ル
コ
ー
ル
比
重
０
・
８

肝
臓
を
休
め
る

　
肝
臓
の
ア
ル
コ
ー
ル
処
理
・
分
解
機
能

が
完
全
に
戻
る
よ
う
に
、
週
に
2
日
は
連

続
し
た
休
肝
日
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
！

　
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
酒
１
合

の
ア
ル
コ
ー
ル
が
体
内
か
ら
消
失
す
る
の

に
３
〜
４
時
間
、
２
合
で
６
〜
７
時
間
ほ

ど
か
か
り
ま
す
。
酒
気
帯
び
運
転
で
の
死

亡
事
故
発
生
確
率
は
8
・
7
倍
に
高
ま
り

ま
す
。
１
杯
で
も
飲
ん
だ
ら
運
転
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

　
お
酒
は
百
薬
の
長
で
も
、
飲
み
過
ぎ
れ

ば
毒
で
す
。
お
い
し
く
健
康
的
に
飲
み
ま

し
ょ
う
！

依
存
性
が
と
て
も
強
い

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
一
部
の
麻
薬
よ
り
も
依

存
性
が
強
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
依
存

性
と
は
、「
そ
れ
に
頼
ら
ず
に
い
ら
れ
な

く
な
る
」と
い
う
性
質
で
す
。依
存
性
は
、

大
き
く
分
け
て
精
神
依
存
と
身
体
依
存
が

あ
り
ま
す
。

　
精
神
依
存
は
、
過
剰
な
飲
酒
は
悪
い
こ

と
だ
と
理
解
し
て
い
て
も
「
お
酒
が
な
い

と
寂
し
い
・
辛
い
」
と
感
じ
る
状
態
で
、

い
ろ
い
ろ
な
理
由
を
つ
け
て
飲
酒
し
よ
う

と
し
ま
す
。
楽
し
い
こ
と
・
辛
い
こ
と
が

あ
っ
た
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
仕
事
が
忙
し

い
、
今
日
は
暇
な
ど
、
す
べ
て
飲
む
理
由

に
つ
な
げ
、
我
慢
で
き
ず
に
飲
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
禁
酒
や
禁
煙
の
目
標
を
立
て
て

も
な
か
な
か
や
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
タ
バ
コ
の
精
神
依
存

作
用
が
強
い
た
め
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
な

ど
だ
け
で
な
く
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
浪
費
な

ど
の
行
動
に
も
精
神
依
存
性
が
あ
り
、
相

互
に
影
響
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
身
体
依
存
は
、
体
か
ら
薬
物
の
成
分
が

抜
け
て
く
る
と
禁
断
症
状
が
出
て
く
る
状

態
で
す
。
薬
物
の
あ
る
状
態
が
普
通
だ
と

脳
や
身
体
が
判
断
す
る
と
、
薬
物
が
体
内

か
ら
抜
け
た
時
に
、手
の
震
え
や
め
ま
い
、

寒
気
な
ど
の
身
体
的
症
状
が
出
ま
す
。

　
耐
性
は
、
身
体
に
耐
性
が
つ
い
て
く
る

こ
と
で
す
。
摂
取
を
繰
り
返
え
す
と
、
以

前
の
量
で
は
満
足
で
き
な
く
な
り
、
日
を

依存性薬物の特徴（WHOによる依存形成薬物の分類から抜粋）
　　  薬物名

アルコ－ル
モルヒネ（ヘロイン）

コカイン

アンフェタミン

大麻類

有機溶剤（シンナー）

身体依存

＋＋＋

＋＋＋

なし

なし

なし

なし

精神依存

＋＋　

＋＋＋

＋＋＋

＋＋＋

＋＋　

＋　　

耐　性

＋＋　

＋＋＋

なし

＋＋

不明

不明

幻覚妄想

あり

あり

あり

あり

あり

あり
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12
月
の
読
書
の
つ
ど
い

ク
リ
ス
マ
ス
劇
と
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
作
り
（
工
作
）

●
日
時
　
12
月
20
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

多
目
的
室

●
テ
ー
マ
　「
ク
リ
ス
マ
ス
」

●
内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
劇
、
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
（
持
ち

物
：
細
い
マ
ジ
ッ
ク
）、
読
み

聞
か
せ
、
本
の
紹
介

●
出
演
　
六
日
町
高
等
学
校
演
劇
部

●
対
象
　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者
他
　
ど
な
た
で
も

●
定
員
　
50
人
　
※
参
加
無
料

●
申
込
み
　
図
書
館
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
電
話
可
）

※
駐
車
場
の
混
雑
時
は
、市
役
所
本

庁
舎
駐
車
場
を
利
用
く
だ
さ
い

  

絵
本
の
へ
や

　
楽
し
い
絵
本
の
へ
や
に
、
遊
び

に
き
ま
せ
ん
か
？

●
期
日
　
毎
週
水
曜
日
　
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

※
12
月
17
日
（
水
）
に
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
開
催
し
ま
す
。
サ
ン

タ
が
や
っ
て
く
る
よ
！

●
会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

多
目
的
室

●
対
象
　
０
歳
か
ら
入
園
前
の
幼
児

●
内
容
　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手

遊
び
・
絵
本
・
紙
芝
居
読
み
聞

か
せ
な
ど

  

10
月
の
読
書
の
つ
ど
い
の
様
子

　「
ど
う
ぶ
つ
」
が
テ
ー
マ
の
読

書
の
つ
ど
い
で
し
た
。
今
回
は
、

図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
い
ろ
ん

な
動
物
の
本
を
紹
介
し
た
後
、
オ

フ
ィ
ス
や
ま
い
も
に
よ
る
人
形
劇

「
人
形
バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
」
を

行
い
ま
し
た
。
テ
ン
ポ
の
よ
い
人

形
の
動
き
、
ご
飯
の
代
わ
り
に
カ

レ
ー
に
ラ
ー
メ
ン
を
入
れ
て
食
べ

る
お
話
、
野
菜
作
り
、
大
中
小
い

ろ
ん
な
動
物
の
人
形
が
登
場
し
ま

し
た
。
最
後
は
ホ
ロ
リ
と
し
て
し

ま
う
素
敵
な
お
話
で
し
た
。
参
加

者
か
ら
「
初
め
て
の
人
形
劇
を
生

で
見
て
感
激
し
ま
し
た
」
と
、
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

テ
ー
マ
展
示

　
12
月
の
図
書
館
の
テ
ー
マ
展
示

は
、「
年
末
年
始
に
役
立
つ
本
」

で
す
。
早
い
も
の
で
も
う
師
走
と

な
り
ま
し
た
。
新
年
に
向
け
て
の

準
備
に
役
立
て
く
だ
さ
い
。

  

巡
回
図
書
を
利
用
く
だ
さ
い

　
11
月
20
日
（
木
）
に
塩
沢
図
書

室
の
巡
回
図
書
を
入
れ
替
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
図
書
館
の
蔵
書
か

ら
２
０
０
冊
を
隔
月
で
入
れ
替
え

て
い
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
利
用
く

だ
さ
い
。
次
回
大
和
図
書
室
は
12

月
18
日
（
木
）
に
入
れ
替
え
予
定

で
す
。

  

郷
土
図
書
紹
介

　『
に
い
が
た
地
域
映
像
ア
ー
カ

イ
ブ
№
５
』（
発
行
・
寄
贈
：
新

潟
大
学
人
文
学
部
）

　
地
域
に
埋
も
れ
て
い
る
身
近
な

映
像
資
料
を
再
発
見
す
る
企
画
と

し
て
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
南
魚
沼
市
ゆ
か
り
の
資
料
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

12
月
28
日（
日
）は
早
期
閉
館
し
ま
す

　
午
後
５
時
で
閉
館
と
な
り
ま

す
。
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
12
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
　
大
和
公
民
館

内
容
　
手
袋
人
形
・
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
・
絵
本
・
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
・
手
遊
び
・
歌
な
ど

対
象
　
０
〜
３
歳
児
と
保
護
者

参
加
費
　
無
料
（
予
約
不
要
）

南魚沼市 月～金9:30～20:00（土日祝日は19:00まで）
休館（図書整理日）18日(木)

大　和 ☎777-4671 火～金9:00～19:00（土日祝日は
17:00まで）休館月（祝日の場合翌日）

塩　沢 ☎782-0100 火～金9:00～20:00（月土日祝日
は17:00まで）

年末年始の休館（３か所）:12月29日（月）～1月３日（土）
申込み・問合せ：南魚沼市図書館 ☎７７３－６６７７

12月の開館日時
図書館図書館み ん な のア

ル
コ
ー
ル
の
特
性
を
知
っ
て

上
手
に
付
き
合
お
う

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

け ん こ う ひ ろ ば

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

サ
ン
タ
さ
ん
に
あ
え
る
か
な
？

ハ
ン
ド
ベ
ル
も
あ
る
よ
！

【
問
合
せ
】南
魚
沼
市
図
書
館

　
　
☎
７
７
３

－

６
６
７
７

ま な び の ひ ろ ば

南
魚
沼
市
民
の
飲
酒
の
現
状

毎
日
、
飲
酒
習
慣
の
あ
る
人
の
割
合

国
…
男
性
29
・
５
％
、
女
性
6
・
9
％

﹇
平
成
24
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
よ
り
﹈

南
魚
沼
市
…
男
性
47
・
９
％
、
女
性
10
・

１
％

・
1
合
以
上
飲
む
人
…
男
性
46
・
３
％
、

女
性
9
・
8
％

・
3
合
以
上
飲
む
人
…
男
性
2
・
8
％
、

女
性
0
・
5
％

﹇
平
成
25
年
住
民
健
診
問
診
票
よ
り
﹈

　
南
魚
沼
市
は
、
国
の
平
均
よ
り
も
飲
酒

頻
度
が
多
く
、
毎
日
大
量
飲
酒
を
す
る
人

も
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
特
徴

睡
眠
障
が
い
に
つ
な
が
る

　
飲
酒
は
入
眠
を
促
し
ま
す
が
、
逆
に
眠

り
を
浅
く
す
る
作
用
も
あ
り
ま
す
。

う
つ
病
と
関
係
が
深
い

　
イ
ラ
イ
ラ
を
発
散
さ
せ
る
目
的
で
飲
酒

し
た
場
合
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
抜
け
た
時
に

う
つ
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

不
安
な
気
持
ち
を
解
消
す
る
た
め
に
飲
酒

を
重
ね
、
悪
循
環
を
招
き
ま
す
。

重
ね
る
ご
と
に
量
が
増
え
て
い
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
左
の
表
の
と
お
り
、ア
ル
コ
ー
ル
は「
精

神
依
存
」「
身
体
依
存
」「
耐
性
」
の
全
項

目
で
、
強
い
依
存
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

認
知
症
に
つ
な
が
る

　
飲
酒
量
が
増
え
る
ほ
ど
、
脳
が
委
縮
し

ま
す
。
過
去
に
5
年
以
上
ア
ル
コ
ー
ル
を

大
量
飲
酒
し
て
い
た
人
は
、
そ
の
経
験
が

な
い
人
と
比
べ
4
・
6
倍
認
知
症
の
危
険

性
が
高
ま
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に

適
量
を
守
る

　
適
量
は
飲
酒
し
て
い
る
そ
の
お
酒
の
量

で
は
な
く
、
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
で
考
え
ま

す
。一
日
に
お
け
る
摂
取
可
能
な
適
量
は
、

純
ア
ル
コ
ー
ル
で
20
ｇ
程
度
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。（
日
本
酒
換
算
で
1
合
程
度
）

こ
れ
は
、
翌
日
ま
で
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
完

全
に
分
解
し
て
肝
臓
を
休
め
る
こ
と
を
考

え
た
量
で
す
。

純
ア
ル
コ
ー
ル
量（
ｇ
）＝
飲
酒
量（
㎖
）

×
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
÷
１
０
０
（
％
）

×
ア
ル
コ
ー
ル
比
重
０
・
８

肝
臓
を
休
め
る

　
肝
臓
の
ア
ル
コ
ー
ル
処
理
・
分
解
機
能

が
完
全
に
戻
る
よ
う
に
、
週
に
2
日
は
連

続
し
た
休
肝
日
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
！

　
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
酒
１
合

の
ア
ル
コ
ー
ル
が
体
内
か
ら
消
失
す
る
の

に
３
〜
４
時
間
、
２
合
で
６
〜
７
時
間
ほ

ど
か
か
り
ま
す
。
酒
気
帯
び
運
転
で
の
死

亡
事
故
発
生
確
率
は
8
・
7
倍
に
高
ま
り

ま
す
。
１
杯
で
も
飲
ん
だ
ら
運
転
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

　
お
酒
は
百
薬
の
長
で
も
、
飲
み
過
ぎ
れ

ば
毒
で
す
。
お
い
し
く
健
康
的
に
飲
み
ま

し
ょ
う
！

依
存
性
が
と
て
も
強
い

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
一
部
の
麻
薬
よ
り
も
依

存
性
が
強
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
依
存

性
と
は
、「
そ
れ
に
頼
ら
ず
に
い
ら
れ
な

く
な
る
」と
い
う
性
質
で
す
。依
存
性
は
、

大
き
く
分
け
て
精
神
依
存
と
身
体
依
存
が

あ
り
ま
す
。

　
精
神
依
存
は
、
過
剰
な
飲
酒
は
悪
い
こ

と
だ
と
理
解
し
て
い
て
も
「
お
酒
が
な
い

と
寂
し
い
・
辛
い
」
と
感
じ
る
状
態
で
、

い
ろ
い
ろ
な
理
由
を
つ
け
て
飲
酒
し
よ
う

と
し
ま
す
。
楽
し
い
こ
と
・
辛
い
こ
と
が

あ
っ
た
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
仕
事
が
忙
し

い
、
今
日
は
暇
な
ど
、
す
べ
て
飲
む
理
由

に
つ
な
げ
、
我
慢
で
き
ず
に
飲
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
禁
酒
や
禁
煙
の
目
標
を
立
て
て

も
な
か
な
か
や
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
タ
バ
コ
の
精
神
依
存

作
用
が
強
い
た
め
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
な

ど
だ
け
で
な
く
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
浪
費
な

ど
の
行
動
に
も
精
神
依
存
性
が
あ
り
、
相

互
に
影
響
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
身
体
依
存
は
、
体
か
ら
薬
物
の
成
分
が

抜
け
て
く
る
と
禁
断
症
状
が
出
て
く
る
状

態
で
す
。
薬
物
の
あ
る
状
態
が
普
通
だ
と

脳
や
身
体
が
判
断
す
る
と
、
薬
物
が
体
内

か
ら
抜
け
た
時
に
、手
の
震
え
や
め
ま
い
、

寒
気
な
ど
の
身
体
的
症
状
が
出
ま
す
。

　
耐
性
は
、
身
体
に
耐
性
が
つ
い
て
く
る

こ
と
で
す
。
摂
取
を
繰
り
返
え
す
と
、
以

前
の
量
で
は
満
足
で
き
な
く
な
り
、
日
を

依存性薬物の特徴（WHOによる依存形成薬物の分類から抜粋）
　　  薬物名

アルコ－ル
モルヒネ（ヘロイン）

コカイン

アンフェタミン

大麻類

有機溶剤（シンナー）

身体依存

＋＋＋

＋＋＋

なし

なし

なし

なし

精神依存

＋＋　

＋＋＋

＋＋＋

＋＋＋

＋＋　

＋　　

耐　性

＋＋　

＋＋＋

なし

＋＋

不明

不明

幻覚妄想

あり

あり

あり

あり

あり

あり
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マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
時
間
は
１
件
約
30
分
。
希

望
す
る
人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に

電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
の
概
要
を
相
談
員
が
伺
い

ま
す

日
時
　
12
月
25
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場
　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
　

１
階 

相
談
室

※
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み

な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽

に
利
用
く
だ
さ
い

　
市
立
病
院
（
南
魚
沼
市
民
病

院
・
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
）
に
勤

務
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
　
臨
床
心
理
士
　
１
人

採
用
日
　
平
成
27
年
４
月
１
日

応
募
要
件
　
有
資
格
者
、
ま
た
は

資
格
取
得
見
込
者
で
、
昭
和
54

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
試
験
内
容
　
書
類
選
考
、
作
文
、

面
接

締
切
り
　
平
成
27
年
１
月
５
日

（
月
）　

試
験
日
　
平
成
27
年
１
月
15
日

（
木
）

試
験
会
場
　
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

申
込
み
　
受
験
申
込
書
と
履
歴
書

（
問
合
せ
先
に
請
求
）
に
、
写

真
３
枚
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）、

資
格
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
勤
務
時
間
・
待
遇
な
ど
、
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
子
育
て
の『
わ
』（
輪
・
和
・
話
）

を
ひ
ろ
げ
よ
う
！
気
楽
に
参
加
し

て
ね
。
初
め
て
の
人
、
里
帰
り
の

人
、
上
の
子
を
連
れ
た
人
、
み
ん

な
大
歓
迎
で
す
！

　
平
日
開
催
の
冬
の
「
親
子
サ
ロ

ン
」
も
始
ま
る
よ
。
こ
ち
ら
に
も

遊
び
に
き
て
ね
♪

六
日
町
地
区
第
４
回「
そ
だ
ち
学
級
」

期
日
　
12
月
13
日
（
土
）

会
場
　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
　

内
容
　「
親
子
で
つ
く
ろ
う
！
ク

リ
ス
マ
ス
♪
」

五
十
沢
地
区
第
４
回「
そ
だ
ち
学
級
」

期
日
　
12
月
13
日
（
土
）

会
場
　
五
十
沢
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー

内
容
　「
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
♪

ク
リ
ス
マ
ス
☆
」

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す

大
和
地
域
第
３
回「
そ
だ
ち
学
級
」

期
日
　
12
月
13
日
（
土
）

会
場
　
大
和
公
民
館
　

内
容
　「
た
の
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

〜
サ
ン
タ
と
あ
そ
ぼ
う
！
」

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す

城
内
地
区
第
３
回「
そ
だ
ち
学
級
」

期
日
　
12
月
14
日
（
日
）

会
場
　
城
内
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー

内
容
　「
み
ん
な
で
た
の
し
く
♪

ク
リ
ス
マ
ス
会
☆
」

第
１
回「
親
子
サ
ロ
ン
」

期
日
　
12
月
16
日
（
火
）

会
場
　
市
民
会
館

ホ
ワ
イ
エ
（
ロ
ビ
ー
）

内
容
　「
み
〜
ん
な
お
い
で
よ
、

ク
リ
ス
マ
ス
♪
」
楽
し
く
、
親

子
で
ク
リ
ス
マ
ス
工
作
！

※
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す

 

共
通
事
項

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
〜
）

対
象
　
０
〜
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
な
ど
（
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓

迎
！
）

料
金
　
無
料
（
保
険
料
１
人
10
円

負
担
）

申
込
み
　
不
要
。
直
接
会
場
に
お

こ
し
く
だ
さ
い
。（
違
う
地
区

の
人
も
参
加
可
）

※
動
き
や
す
く
、
汚
れ
て
も
よ
い

服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

教
室
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
中
！

ス
ロ
ー
ガ
ン
『
ゆ
ず
り
合
う
　
や

さ
し
い
運
転
　
冬
の
道
』

　
12
月
11
日
（
木
）
〜
20
日
（
土
）

の
10
日
間
、「
冬
の
交
通
事
故
防

止
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
車
間
距
離
の
保
持
と
正
し
い
合

図
の
励
行

・
横
断
歩
行
者
の
保
護

　
12
月
は
年
末
に
向
け
、
人
や
車

の
動
き
が
慌
た
だ
し
く
な
り
、
雪

の
影
響
か
ら
も
交
通
事
故
が
増
加

し
ま
す
。
市
内
で
の
発
生
事
故
も

昨
年
12
月
は
、
月
別
集
計
で
件

数
・
負
傷
者
数
と
も
に
最
多
と
な

り
ま
し
た
。
い
つ
も
以
上
に
安
全

運
転
を
心
掛
け
、
交
通
事
故
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

掲 示 板 市などからのお知らせ ●

弁
護
士
に
よ
る

『
消
費
生
活
』無
料
法
律
相
談

【
問
合
せ・申
込
み
】

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

〔
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
内
〕

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

掲
示
板

掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
立
病
院
職
員
募
集

【
問
合
せ・申
込
み
】

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
庶
務
課

☎
７
７
７

－

２
１
１
１

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

【
問
合
せ
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

【
問
合
せ
】

環
境
交
通
課

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

け ん こ う ひ ろ ば

日
本
脳
炎
予
防
接
種
未
完
了
者
は

規
定
回
数
を
接
種
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

－
６
８
１
１

　
上
町
１
丁
目
４
区
の
活
動
を
紹
介
し

ま
す
。「
今
ま
で
や
っ
て
い
な
い
活
動
」

「
一
番
大
事
で
、
で
き
に
く
い
こ
と
は

何
か
」
を
考
え
、
運
動
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。

　
地
区
の
高
齢
者
も
参
加
で
き
る
身
近

な
運
動
を
考
え
、
２
人
の
健
推
さ
ん
が

た
ど
り
つ
い
た
の
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

身
近
な
魚
野
川
の
土
手
を
歩
き
、
足
湯

で
ゆ
っ
た
り
と
休
憩
し
、
折
り
返
し
て

帰
っ
て
く
る
コ
ー
ス
。
コ
ー
ス
の
下
見

や
区
長
へ
の
説
明
、
区
民
へ
の
チ
ラ
シ

配
布
と
、
新
た
な
取
組
み
に
力
を
注
ぎ

ま
し
た
。
当
日
は
曇
り
空
で
「
降
る
な

よ
」
と
祈
り
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
必
要
性
と
歩
き
方

の
基
本
を
説
明
後
に
、準
備
体
操
を
し
、

出
発
。
足
取
り
も
軽
く
、
気
分
爽
快
。

川
風
も
心
地
よ
く
、
参
加
し
た
地
区
の

老
若
男
女
16
人
は
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
終
了
後
に
、「
楽
し
か

っ
た
」「
歩
く
こ
と
の
重
要
性
を
再
確

認
で
き
た
」
と
好
評
で
し
た
。
地
区
民

が
健
康
づ
く
り
の
時
間
を
共
有
で
き
た

貴
重
な
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
市
報
６
月

１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
ほ
か
に
、
毎

年
国
が
定
め
る
積
極
的
接
種
勧
奨
対
象

者
の
保
護
者
に
、
個
別
で
通
知
し
て
い

ま
す
。

　
徐
々
に
未
完
了
者
は
減
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
規
定
の
回
数
を
接
種
し
て
い

な
い
子
ど
も
が
多
く
い
ま
す
。
特
に
、

平
成
７
年
４
月
２
日
生
〜
平
成
19
年
４

月
１
日
生
れ
の
子
ど
も
の
接
種
期
限

は
、
20
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
で
す
。

忘
れ
ず
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ワ
ク
チ
ン
は
、
接
種
の
差
し
控
え
が

あ
っ
た
時
と
は
別
の
ワ
ク
チ
ン
で
す

規
定
回
数

１
期
　
初
回
２
回・追
加
１
回（
計
３
回
）

２
期
　
１
回
の
み（
た
だ
し
、９
歳
以
降
）

※
母
子
手
帳
を
確
認
く
だ
さ
い

健
康
推
進
員
活
動
紹
介
⑥

【
問
合
せ
】

　
　
　
保
健
課

　
　
　
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

シリーズ

12月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

月
午前 午後

火
午前 午後

水
午前 午後

木
午前 午後

金
午前 午後

土 日

5日

12日

19日

26日

6日

13日

20日

27日

4日

11日

18日

25日

3日

10日

17日

24日

31日

2日

9日

16日

23日

30日

1日

8日

15日

22日

29日

午前 午後

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

福本

寺田

福本

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

髙橋（正）

高橋（聡）

髙橋（正）

高橋（聡）

寺田

高橋（聡）

寺田

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

風間

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

堀内

福本

薄田

福本

休診

休診

休診

休診休　診
（天皇誕生日）

月曜～金曜〔受付〕  8：30～11：00 〔診療〕  9：00～　　土曜〔受付〕  8：30～11：30
　　　　　〔受付〕11：00～16：00 〔診療〕14：00～　　　　〔診療〕  9：00～

受付・診療時間

【問合せ】城内診療所  ☎775－2009

7日

14日

21日

28日

休診

休診

休診

休診高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
福本

高橋（聡）
福本

高橋（聡）
髙橋（正）

高橋（聡）
髙橋（正）

29日（月）は救急当番日です
受付・診療　9：00～16：00

注

注
救急当番

年末年始休診 年末年始休診

市報 みなみ魚沼　平成26年12月１日発行 18



　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
時
間
は
１
件
約
30
分
。
希

望
す
る
人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に

電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
の
概
要
を
相
談
員
が
伺
い

ま
す

日
時
　
12
月
25
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場
　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
　

１
階 

相
談
室

※
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み

な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽

に
利
用
く
だ
さ
い

　
市
立
病
院
（
南
魚
沼
市
民
病

院
・
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
）
に
勤

務
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
　
臨
床
心
理
士
　
１
人

採
用
日
　
平
成
27
年
４
月
１
日

応
募
要
件
　
有
資
格
者
、
ま
た
は

資
格
取
得
見
込
者
で
、
昭
和
54

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
試
験
内
容
　
書
類
選
考
、
作
文
、

面
接

締
切
り
　
平
成
27
年
１
月
５
日

（
月
）　

試
験
日
　
平
成
27
年
１
月
15
日

（
木
）

試
験
会
場
　
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

申
込
み
　
受
験
申
込
書
と
履
歴
書

（
問
合
せ
先
に
請
求
）
に
、
写

真
３
枚
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）、

資
格
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
勤
務
時
間
・
待
遇
な
ど
、
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
子
育
て
の『
わ
』（
輪
・
和
・
話
）

を
ひ
ろ
げ
よ
う
！
気
楽
に
参
加
し

て
ね
。
初
め
て
の
人
、
里
帰
り
の

人
、
上
の
子
を
連
れ
た
人
、
み
ん

な
大
歓
迎
で
す
！

　
平
日
開
催
の
冬
の
「
親
子
サ
ロ

ン
」
も
始
ま
る
よ
。
こ
ち
ら
に
も

遊
び
に
き
て
ね
♪

六
日
町
地
区
第
４
回「
そ
だ
ち
学
級
」

期
日
　
12
月
13
日
（
土
）

会
場
　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
　

内
容
　「
親
子
で
つ
く
ろ
う
！
ク

リ
ス
マ
ス
♪
」

五
十
沢
地
区
第
４
回「
そ
だ
ち
学
級
」

期
日
　
12
月
13
日
（
土
）

会
場
　
五
十
沢
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー

内
容
　「
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
♪

ク
リ
ス
マ
ス
☆
」

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す

大
和
地
域
第
３
回「
そ
だ
ち
学
級
」

期
日
　
12
月
13
日
（
土
）

会
場
　
大
和
公
民
館
　

内
容
　「
た
の
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

〜
サ
ン
タ
と
あ
そ
ぼ
う
！
」

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す

城
内
地
区
第
３
回「
そ
だ
ち
学
級
」

期
日
　
12
月
14
日
（
日
）

会
場
　
城
内
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー

内
容
　「
み
ん
な
で
た
の
し
く
♪

ク
リ
ス
マ
ス
会
☆
」

第
１
回「
親
子
サ
ロ
ン
」

期
日
　
12
月
16
日
（
火
）

会
場
　
市
民
会
館

ホ
ワ
イ
エ
（
ロ
ビ
ー
）

内
容
　「
み
〜
ん
な
お
い
で
よ
、

ク
リ
ス
マ
ス
♪
」
楽
し
く
、
親

子
で
ク
リ
ス
マ
ス
工
作
！

※
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す

 

共
通
事
項

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
〜
）

対
象
　
０
〜
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
な
ど
（
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓

迎
！
）

料
金
　
無
料
（
保
険
料
１
人
10
円

負
担
）

申
込
み
　
不
要
。
直
接
会
場
に
お

こ
し
く
だ
さ
い
。（
違
う
地
区

の
人
も
参
加
可
）

※
動
き
や
す
く
、
汚
れ
て
も
よ
い

服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

教
室
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
中
！

ス
ロ
ー
ガ
ン
『
ゆ
ず
り
合
う
　
や

さ
し
い
運
転
　
冬
の
道
』

　
12
月
11
日
（
木
）
〜
20
日
（
土
）

の
10
日
間
、「
冬
の
交
通
事
故
防

止
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
車
間
距
離
の
保
持
と
正
し
い
合

図
の
励
行

・
横
断
歩
行
者
の
保
護

　
12
月
は
年
末
に
向
け
、
人
や
車

の
動
き
が
慌
た
だ
し
く
な
り
、
雪

の
影
響
か
ら
も
交
通
事
故
が
増
加

し
ま
す
。
市
内
で
の
発
生
事
故
も

昨
年
12
月
は
、
月
別
集
計
で
件

数
・
負
傷
者
数
と
も
に
最
多
と
な

り
ま
し
た
。
い
つ
も
以
上
に
安
全

運
転
を
心
掛
け
、
交
通
事
故
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

掲 示 板 市などからのお知らせ ●

弁
護
士
に
よ
る

『
消
費
生
活
』無
料
法
律
相
談

【
問
合
せ・申
込
み
】

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

〔
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
内
〕

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

掲
示
板

掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
立
病
院
職
員
募
集

【
問
合
せ・申
込
み
】

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
庶
務
課

☎
７
７
７

－

２
１
１
１

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

【
問
合
せ
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

【
問
合
せ
】

環
境
交
通
課

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

け ん こ う ひ ろ ば

日
本
脳
炎
予
防
接
種
未
完
了
者
は

規
定
回
数
を
接
種
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

　
上
町
１
丁
目
４
区
の
活
動
を
紹
介
し

ま
す
。「
今
ま
で
や
っ
て
い
な
い
活
動
」

「
一
番
大
事
で
、
で
き
に
く
い
こ
と
は

何
か
」
を
考
え
、
運
動
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。

　
地
区
の
高
齢
者
も
参
加
で
き
る
身
近

な
運
動
を
考
え
、
２
人
の
健
推
さ
ん
が

た
ど
り
つ
い
た
の
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

身
近
な
魚
野
川
の
土
手
を
歩
き
、
足
湯

で
ゆ
っ
た
り
と
休
憩
し
、
折
り
返
し
て

帰
っ
て
く
る
コ
ー
ス
。
コ
ー
ス
の
下
見

や
区
長
へ
の
説
明
、
区
民
へ
の
チ
ラ
シ

配
布
と
、
新
た
な
取
組
み
に
力
を
注
ぎ

ま
し
た
。
当
日
は
曇
り
空
で
「
降
る
な

よ
」
と
祈
り
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
必
要
性
と
歩
き
方

の
基
本
を
説
明
後
に
、準
備
体
操
を
し
、

出
発
。
足
取
り
も
軽
く
、
気
分
爽
快
。

川
風
も
心
地
よ
く
、
参
加
し
た
地
区
の

老
若
男
女
16
人
は
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
終
了
後
に
、「
楽
し
か

っ
た
」「
歩
く
こ
と
の
重
要
性
を
再
確

認
で
き
た
」
と
好
評
で
し
た
。
地
区
民

が
健
康
づ
く
り
の
時
間
を
共
有
で
き
た

貴
重
な
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
市
報
６
月

１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
ほ
か
に
、
毎

年
国
が
定
め
る
積
極
的
接
種
勧
奨
対
象

者
の
保
護
者
に
、
個
別
で
通
知
し
て
い

ま
す
。

　
徐
々
に
未
完
了
者
は
減
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
規
定
の
回
数
を
接
種
し
て
い

な
い
子
ど
も
が
多
く
い
ま
す
。
特
に
、

平
成
７
年
４
月
２
日
生
〜
平
成
19
年
４

月
１
日
生
れ
の
子
ど
も
の
接
種
期
限

は
、
20
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
で
す
。

忘
れ
ず
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ワ
ク
チ
ン
は
、
接
種
の
差
し
控
え
が

あ
っ
た
時
と
は
別
の
ワ
ク
チ
ン
で
す

規
定
回
数

１
期
　
初
回
２
回・追
加
１
回（
計
３
回
）

２
期
　
１
回
の
み（
た
だ
し
、９
歳
以
降
）

※
母
子
手
帳
を
確
認
く
だ
さ
い

健
康
推
進
員
活
動
紹
介
⑥

【
問
合
せ
】

　
　
　
保
健
課

　
　
　
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

シリーズ

12月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

月
午前 午後

火
午前 午後

水
午前 午後

木
午前 午後

金
午前 午後

土 日

5日

12日

19日

26日

6日

13日

20日

27日

4日

11日

18日

25日

3日

10日

17日

24日

31日

2日

9日

16日

23日

30日

1日

8日

15日

22日

29日

午前 午後

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

福本

寺田

福本

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

髙橋（正）

高橋（聡）

髙橋（正）

高橋（聡）

寺田

高橋（聡）

寺田

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

風間

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

高橋（聡）

堀内

福本

薄田

福本

休診

休診

休診

休診休　診
（天皇誕生日）

月曜～金曜〔受付〕  8：30～11：00 〔診療〕  9：00～　　土曜〔受付〕  8：30～11：30
　　　　　〔受付〕11：00～16：00 〔診療〕14：00～　　　　〔診療〕  9：00～

受付・診療時間

【問合せ】城内診療所  ☎775－2009

7日

14日

21日

28日

休診

休診

休診

休診高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
廣田

高橋（聡）
福本

高橋（聡）
福本

高橋（聡）
髙橋（正）

高橋（聡）
髙橋（正）

29日（月）は救急当番日です
受付・診療　9：00～16：00

注

注
救急当番

年末年始休診 年末年始休診

市報 みなみ魚沼　平成26年12月１日発行19



〜
ク
リ
ス
マ
ス
は

　
　
心
を
贈
る
季
節
で
す
〜

　
病
院
で
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
と
、

総
合
支
援
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に

本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
せ
ん
か
？

　
入
院
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

や
、総
合
支
援
学
校
の
図
書
室
に
、

あ
な
た
の
心
を
お
届
け
し
ま
す
。

期
間
　
12
月
１
日
（
月
）

〜
21
日
（
日
）

場
所
　
サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

表
示
が
あ
る
市
内
協
力
書
店

※
協
力
書
店
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

あ
な
た
に
し
て
ほ
し
い
こ
と

①
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
る
子
ど

も
の
性
別
・
年
齢
、
ま
た
は
、

総
合
支
援
学
校
児
童
生
徒
の
学

年
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
選
ぶ

②
ふ
さ
わ
し
い
絵
本
を
購
入

③
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
記
入
（
名
前
は
匿
名
）

※
買
っ
て
い
た
だ
い
た
本
は
、
ラ

ッ
ピ
ン
グ
を
し
、
カ
ー
ド
と
と

も
に
、
病
院
の
子
ど
も
た
ち
と

※
さ
さ
や
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
ま
す

　「
眠
れ
な
い
」「
不
安
」「
閉
じ
こ

も
り
が
ち
だ
」「
更
年
期
の
せ
い
か

気
持
ち
が
沈
む
」「
お
年
寄
り
の

も
の
忘
れ
」「
認
知
症
」
な
ど
…

　
そ
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

人
、ま
た
は
そ
の
家
族
な
ど
に
、専

門
医（
精
神
科
）が
相
談
に
応
じ
ま

す
。プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
　
12
月
19
日
（
金
）

　
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
　
湯
沢
町
保
健
セ
ン
タ
ー

費
用
　
無
料

申
込
み
　
事
前
の
予
約
が
必
要

　
貸
切
列
車
に
20
の
お
店
を
乗
せ

て
、
六
日
町
と
十
日
町
を
２
往
復

す
る
電
車
の
マ
ル
シ
ェ
第
３
弾
。

十
日
町
駅
舎
内
で
パ
ン
屋
を
集
め

た
「
パ
ン
の
市
」
も
同
時
開
催
。

に
、
小
さ
く
て
も
よ
い
の
で
お
茶

を
飲
め
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
欲

し
い
。

【
市
か
ら
の
返
事
】

　
提
案
に
あ
る
「
訪
れ
た
み
な
さ

ん
が
、お
茶
を
飲
め
る
コ
ー
ナ
ー
」

は
、
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
や
周
り
に

飲
食
店
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
図
書

館
内
に
喫
茶
室
の
よ
う
な
食
事
や

飲
み
物
を
提
供
す
る
施
設
は
設
け

て
い
ま
せ
ん
が
、
み
な
さ
ん
が
く

つ
ろ
げ
る
場
所
と
し
て
、
駅
前
の

入
り
口
か
ら
入
っ
た
場
所
に
、
飲

食
が
可
能
な
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

あ
り
ま
す
。
持
参
し
た
弁
当
な
ど

の
食
べ
物
を
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
新
図
書
館
の
38
の
カ
ウ
ン
タ
ー

席
と
84
の
閲
覧
席
で
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
水
筒
の
よ
う
な
ふ
た
の

閉
ま
る
飲
料
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
勉
強
や
閲
覧
の
合
間
に
弁
当
な

ど
を
食
べ
た
り
、
飲
み
物
を
飲

み
、
使
い
や
す
い
空
間
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
買
い
物
な
ど
の
つ
い
で

に
図
書
館
を
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、冷
蔵
設
備
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ロッ
カ
ー
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

（
担
当
：
社
会
教
育
課
）

　
米
・
酒
・
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
、
雪

室
貯
蔵
の
食
品
が
、
今
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
お
け
る
生
産
・
貯
蔵
・

ブ
ラ
ン
ド
商
品
開
発
か
ら
市
場
開

拓
ま
で
、
雪
を
使
っ
た
最
新
情
報

を
、
事
例
と
検
証
デ
ー
タ
か
ら
紹

介
し
、
雪
冷
熱
利
用
が
拓
く
農
業

の
可
能
性
を
考
え
ま
す
。

日
時
　
12
月
17
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

会
場
　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

講
堂

内
容
　

第
１
部
基
調
講
演

　
演
題
「
雪
が
も
た
ら
す
う
ま
い

話
」﹇
講
師
：
伊
藤
親
臣
さ
ん

（（
公
財
）
雪
だ
る
ま
財
団
　
チ

ー
フ
ス
ノ
ー
マ
ン
）﹈

第
２
部
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン

　
テ
ー
マ
「
雪
が
拓
く
農
業
の
可

能
性
を
考
え
る
」﹇
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
：
上
村
靖
司
さ
ん（
長

岡
技
術
科
学
大
学
機
械
系
教

授
）、
パ
ネ
リ
ス
ト
：
上
村
清

吉
さ
ん
（（
有
）
き
の
こ
は
う

す
上
村
代
表
取
締
役
）、
石
橋

雅
博
さ
ん
（
津
南
町
地
域
振

興
課
長
）、
佐
藤
健
之
さ
ん
（
に

い
が
た
雪
室
ブ
ラ
ン
ド
事
業
協

同
組
合
理
事
長
）、
渡
辺
聡

さ
ん
（
新
潟
県
農
業
総
合
研
究

所
食
品
研
究
セ
ン
タ
ー
）、
池

田
喜
三
男
さ
ん
（
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
料
理
長
）﹈

主
催
　
雪
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
新
潟
事

業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

申
込
み 

（
公
財
）新
潟
県
環
境
保

全
事
業
団

☎
０
２
５

－

２
３
９

－

５
７
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
５

－

２
３
９

－

５
７
５
５

定
員
　
80
人
（
入
場
無
料
、
先
着

順
）

日
時
　
12
月
７
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

　
多
目
的
室

内
容
　
季
刊
誌
「
魚
沼
へ
」
編
集

長
が
、
長
年
の
取
材
で
感
じ
た

南
魚
沼
の
自
然
・
食
・
人
の
魅

力
を
語
り
ま
す
。

料
金
　
無
料

　
鈴
木
牧
之
の
功
績
を
称
え
開
催

す
る
「
雪
譜
ま
つ
り
俳
句
大
会
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
初
心
者
や
初
参
加
も
大
歓
迎
！

内
容
　「
冬
季
雑
詠
」
２
句
１
組

（
何
組
の
応
募
も
可
）

※
応
募
方
法（
大
会
要
項
に
よ
る
）

は
、
塩
沢
公
民
館
ま
で

費
用
　
１
組
１
，
０
０
０
円

締
切
り
　
平
成
27
年
１
月
10
日

（
土
）
必
着

表
彰
発
表
　
平
成
27
年
２
月
22
日

（
日
）

　
榊
原
明
子
様
〔
川
原
町
〕
か

ら
昆
虫
図
鑑
40
冊
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昆
虫
図
鑑
に
は
、
学
校
歯
科

医
を
務
め
ら
れ
た
夫
の
薫
さ
ん

（
故
人
）
が
、
生
前
に
採
集
し

た
昆
虫
が
標
本
と
し
て
数
多
く

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
小
学
校
・
総
合
支
援
学

校
の
図
書
室
へ
配
置
し
、
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
11
月
9
日（
日
）に
55
人
が
参
加

し
、開
催
さ
れ
た
囲
碁・将
棋
大
会

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
新
潟
県
で
は
、
農
山
漁
村
地
域

で
の
農
業
技
術
・
農
産
物
加
工
・

郷
土
文
化
・
自
然
観
察
の
４
分
野

で
、
体
験
指
導
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
る
人
を
、

『
に
い
が
た
「
な
り
わ
い
の
匠
」』

と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
南
魚

沼
地
域
で
は
現
在
１
２
７
人
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　「
な
り
わ
い
の
匠
」
の
認
定
を

受
け
た
い
人
や
、
興
味
を
持
つ
人

に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
11
日
（
木
）

午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

会
場
　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

第
１
会
議
室

締
切
り
　
12
月
８
日
（
月
）

※
電
話
な
ど
で
申
し
込
み
、
参
加

く
だ
さ
い

　
八
海
山
尊
神
社
社
務
所
様

〔
大
崎
原
小
路
〕
か
ら
、
１
０

０
，
０
０
０
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、
有
効

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

総
合
支
援
学
校
に
届
け
ま
す
。

あ
な
た
に
は
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
認
定
証
」
を
お
渡
し
し
ま
す

　
紙
芝
居
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
会
場
で
公
演
を

重
ね
て
い
る『
ひ
ょ
う
し
ぎ
の
会
』

を
お
迎
え
し
ま
す
。
大
き
な
絵
と

そ
の
演
技
力
で
、
迫
力
あ
る
大
型

紙
芝
居
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
20
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時

会
場
　
大
和
公
民
館
１
階
和
室

内
容
　
紙
芝
居
を
楽
し
も
う
！

対
象
　
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
と

保
護
者

料
金
　
無
料
（
予
約
不
要
）

掲 示 板 市などからのお知らせ ●

「
魚
沼
へ
」の
編
集
長
が
み
た

南
魚
沼
の
豊
さ

森
田
洋
さ
ん
講
演
会

【
問
合
せ
】

南
魚
沼
市
図
書
館

☎
７
７
３

－

６
６
７
７

雪
室・雪
山
最
前
線
セ
ミ
ナ
ー

雪
が
拓
く
農
業
の
可
能
性
を
考
え
る

【
問
合
せ
】

農
林
課
農
業
振
興
係

☎
７
７
３

－

６
６
６
３

第
57
回
雪
譜
ま
つ
り
俳
句
大
会

作
品
募
集

【
問
合
せ・応
募
】

塩
沢
公
民
館

☎
７
８
２

－

０
１
０
０

第
10
回
南
魚
沼
市
囲
碁・

将
棋
大
会
結
果

【
問
合
せ
】

中
央
公
民
館

☎
７
７
３

－

６
６
１
０

に
い
が
た「
な
り
わ
い
の
匠
」

認
定
制
度
説
明
会
を
開
催

【
問
合
せ・申
込
み
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

農
林
振
興
部
企
画
振
興
課

☎
７
７
２

－

３
９
１
８

あ
な
た
も
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
〜

「
サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
う
お

ぬ
ま
２
０
１
４
」

【
問
合
せ
】

サ
ン
タ
プ
ロ
ジェク
ト
う
お
ぬ
ま

事
務
局（
島
田
）

☎
０
９
０

－

８
２
５
３

－

１
９
５
４

Ｅ‐

メ
ー
ル
：izaya6111@yahoo.co.jp

た
ん
ぽ
ぽ
座 

よ
み
き
か
せ
の
つ
ど
い

紙
芝
居
を
楽
し
も
う
〜

『
ひ
ょ
う
し
ぎ
の
会
』を
迎
え
て

【
問
合
せ
】

大
和
公
民
館　

☎
７
７
７

－

４
６
７
１

心
の
健
康
相
談
会

【
問
合
せ・申
込
み
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
環
境
部
地
域
保
健
課

☎
７
７
２

－

８
１
３
７

ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ

「
ほ
く
ほ
く
列
車
の
市
」を
開
催

【
問
合
せ
】

ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シェ
事
務
局（
田
村
）

☎
０
９
０

－

４
９
４
３

－

６
１
２
８

　
列
車
内
で
は
、販
売
の
ほ
か
に
、

楽
器
演
奏
も
あ
り
ま
す
。
お
誘
い

あ
わ
せ
て
、
乗
車
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
14
日
（
日
）

①
六
日
町
駅
午
前
９
時
着
／
10
時

５
分
発
〜
十
日
町
駅
10
時
22
分

着
／
11
時
46
分
発
〜
六
日
町
駅

午
後
12
時
15
分
着

②
六
日
町
駅
午
後
１
時
９
分
発
〜

十
日
町
駅
１
時
26
分
着
／
１
時

40
分
発
〜
六
日
町
駅
２
時
９
分

着
※
十
日
町
駅
の
「
パ
ン
の
市
」
は

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見・要

望
・
提
案
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ（
不
定

期
）で
紹
介
し
ま
す
。

※
市
民
か
ら
の
意
見・要
望・提
案

は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
掲
載

し
て
い
ま
す（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
サ

イ
ド
市
政
へ
の
声
コ
ー
ナ
ー「
主

な
寄
せ
ら
れ
た
声
」か
ら
閲
覧
く

だ
さ
い
）

【
市
民
か
ら
の
意
見
・
提
案
な
ど
】

　
南
魚
沼
市
図
書
館
の
入
口
付
近

掲 示 板● 市などからのお知らせ

囲碁の部
優　　勝
準 優 勝
第 ３ 位

A　級
若　井　　　博
井　口　　　一
宮　本　　　明

B　級
渡　辺　智　久
佐　藤　哲　雄
田　村　千葉雄

C　級
片　山　　　覚
佐　藤　喜久治
豊　島　秀　夫

将棋の部
優　　勝
準 優 勝
第 ３ 位

A　級
宮　﨑　　　敏
高　桑　一　博
三　輪　清　一

B　級
渡　辺　勝　夫
笠　原　誠　二
川　島　　　広

【
問
合
せ
】

秘
書
広
報
室

☎
７
７
３

－

６
６
５
８

市
民
の
声
①

新
図
書
館
に
つ
い
て

シリーズ
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〜
ク
リ
ス
マ
ス
は

　
　
心
を
贈
る
季
節
で
す
〜

　
病
院
で
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
と
、

総
合
支
援
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に

本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
せ
ん
か
？

　
入
院
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

や
、総
合
支
援
学
校
の
図
書
室
に
、

あ
な
た
の
心
を
お
届
け
し
ま
す
。

期
間
　
12
月
１
日
（
月
）

〜
21
日
（
日
）

場
所
　
サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

表
示
が
あ
る
市
内
協
力
書
店

※
協
力
書
店
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

あ
な
た
に
し
て
ほ
し
い
こ
と

①
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
る
子
ど

も
の
性
別
・
年
齢
、
ま
た
は
、

総
合
支
援
学
校
児
童
生
徒
の
学

年
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
選
ぶ

②
ふ
さ
わ
し
い
絵
本
を
購
入

③
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
記
入
（
名
前
は
匿
名
）

※
買
っ
て
い
た
だ
い
た
本
は
、
ラ

ッ
ピ
ン
グ
を
し
、
カ
ー
ド
と
と

も
に
、
病
院
の
子
ど
も
た
ち
と

※
さ
さ
や
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
ま
す

　「
眠
れ
な
い
」「
不
安
」「
閉
じ
こ

も
り
が
ち
だ
」「
更
年
期
の
せ
い
か

気
持
ち
が
沈
む
」「
お
年
寄
り
の

も
の
忘
れ
」「
認
知
症
」
な
ど
…

　
そ
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

人
、ま
た
は
そ
の
家
族
な
ど
に
、専

門
医（
精
神
科
）が
相
談
に
応
じ
ま

す
。プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
　
12
月
19
日
（
金
）

　
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
　
湯
沢
町
保
健
セ
ン
タ
ー

費
用
　
無
料

申
込
み
　
事
前
の
予
約
が
必
要

　
貸
切
列
車
に
20
の
お
店
を
乗
せ

て
、
六
日
町
と
十
日
町
を
２
往
復

す
る
電
車
の
マ
ル
シ
ェ
第
３
弾
。

十
日
町
駅
舎
内
で
パ
ン
屋
を
集
め

た
「
パ
ン
の
市
」
も
同
時
開
催
。

に
、
小
さ
く
て
も
よ
い
の
で
お
茶

を
飲
め
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
欲

し
い
。

【
市
か
ら
の
返
事
】

　
提
案
に
あ
る
「
訪
れ
た
み
な
さ

ん
が
、お
茶
を
飲
め
る
コ
ー
ナ
ー
」

は
、
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
や
周
り
に

飲
食
店
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
図
書

館
内
に
喫
茶
室
の
よ
う
な
食
事
や

飲
み
物
を
提
供
す
る
施
設
は
設
け

て
い
ま
せ
ん
が
、
み
な
さ
ん
が
く

つ
ろ
げ
る
場
所
と
し
て
、
駅
前
の

入
り
口
か
ら
入
っ
た
場
所
に
、
飲

食
が
可
能
な
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

あ
り
ま
す
。
持
参
し
た
弁
当
な
ど

の
食
べ
物
を
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
新
図
書
館
の
38
の
カ
ウ
ン
タ
ー

席
と
84
の
閲
覧
席
で
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
水
筒
の
よ
う
な
ふ
た
の

閉
ま
る
飲
料
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
勉
強
や
閲
覧
の
合
間
に
弁
当
な

ど
を
食
べ
た
り
、
飲
み
物
を
飲

み
、
使
い
や
す
い
空
間
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
買
い
物
な
ど
の
つ
い
で

に
図
書
館
を
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、冷
蔵
設
備
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ロッ
カ
ー
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

（
担
当
：
社
会
教
育
課
）

　
米
・
酒
・
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
、
雪

室
貯
蔵
の
食
品
が
、
今
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
お
け
る
生
産
・
貯
蔵
・

ブ
ラ
ン
ド
商
品
開
発
か
ら
市
場
開

拓
ま
で
、
雪
を
使
っ
た
最
新
情
報

を
、
事
例
と
検
証
デ
ー
タ
か
ら
紹

介
し
、
雪
冷
熱
利
用
が
拓
く
農
業

の
可
能
性
を
考
え
ま
す
。

日
時
　
12
月
17
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

会
場
　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

講
堂

内
容
　

第
１
部
基
調
講
演

　
演
題
「
雪
が
も
た
ら
す
う
ま
い

話
」﹇
講
師
：
伊
藤
親
臣
さ
ん

（（
公
財
）
雪
だ
る
ま
財
団
　
チ

ー
フ
ス
ノ
ー
マ
ン
）﹈

第
２
部
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン

　
テ
ー
マ
「
雪
が
拓
く
農
業
の
可

能
性
を
考
え
る
」﹇
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
：
上
村
靖
司
さ
ん（
長

岡
技
術
科
学
大
学
機
械
系
教

授
）、
パ
ネ
リ
ス
ト
：
上
村
清

吉
さ
ん
（（
有
）
き
の
こ
は
う

す
上
村
代
表
取
締
役
）、
石
橋

雅
博
さ
ん
（
津
南
町
地
域
振

興
課
長
）、
佐
藤
健
之
さ
ん
（
に

い
が
た
雪
室
ブ
ラ
ン
ド
事
業
協

同
組
合
理
事
長
）、
渡
辺
聡

さ
ん
（
新
潟
県
農
業
総
合
研
究

所
食
品
研
究
セ
ン
タ
ー
）、
池

田
喜
三
男
さ
ん
（
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
料
理
長
）﹈

主
催
　
雪
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
新
潟
事

業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

申
込
み 

（
公
財
）新
潟
県
環
境
保

全
事
業
団

☎
０
２
５

－

２
３
９

－

５
７
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
５

－

２
３
９

－

５
７
５
５

定
員
　
80
人
（
入
場
無
料
、
先
着

順
）

日
時
　
12
月
７
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

　
多
目
的
室

内
容
　
季
刊
誌
「
魚
沼
へ
」
編
集

長
が
、
長
年
の
取
材
で
感
じ
た

南
魚
沼
の
自
然
・
食
・
人
の
魅

力
を
語
り
ま
す
。

料
金
　
無
料

　
鈴
木
牧
之
の
功
績
を
称
え
開
催

す
る
「
雪
譜
ま
つ
り
俳
句
大
会
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
初
心
者
や
初
参
加
も
大
歓
迎
！

内
容
　「
冬
季
雑
詠
」
２
句
１
組

（
何
組
の
応
募
も
可
）

※
応
募
方
法（
大
会
要
項
に
よ
る
）

は
、
塩
沢
公
民
館
ま
で

費
用
　
１
組
１
，
０
０
０
円

締
切
り
　
平
成
27
年
１
月
10
日

（
土
）
必
着

表
彰
発
表
　
平
成
27
年
２
月
22
日

（
日
）

　
榊
原
明
子
様
〔
川
原
町
〕
か

ら
昆
虫
図
鑑
40
冊
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昆
虫
図
鑑
に
は
、
学
校
歯
科

医
を
務
め
ら
れ
た
夫
の
薫
さ
ん

（
故
人
）
が
、
生
前
に
採
集
し

た
昆
虫
が
標
本
と
し
て
数
多
く

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
小
学
校
・
総
合
支
援
学

校
の
図
書
室
へ
配
置
し
、
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
11
月
9
日（
日
）に
55
人
が
参
加

し
、開
催
さ
れ
た
囲
碁・将
棋
大
会

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
新
潟
県
で
は
、
農
山
漁
村
地
域

で
の
農
業
技
術
・
農
産
物
加
工
・

郷
土
文
化
・
自
然
観
察
の
４
分
野

で
、
体
験
指
導
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
る
人
を
、

『
に
い
が
た
「
な
り
わ
い
の
匠
」』

と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
南
魚

沼
地
域
で
は
現
在
１
２
７
人
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　「
な
り
わ
い
の
匠
」
の
認
定
を

受
け
た
い
人
や
、
興
味
を
持
つ
人

に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
11
日
（
木
）

午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

会
場
　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

第
１
会
議
室

締
切
り
　
12
月
８
日
（
月
）

※
電
話
な
ど
で
申
し
込
み
、
参
加

く
だ
さ
い

　
八
海
山
尊
神
社
社
務
所
様

〔
大
崎
原
小
路
〕
か
ら
、
１
０

０
，
０
０
０
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、
有
効

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

総
合
支
援
学
校
に
届
け
ま
す
。

あ
な
た
に
は
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
認
定
証
」
を
お
渡
し
し
ま
す

　
紙
芝
居
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
会
場
で
公
演
を

重
ね
て
い
る『
ひ
ょ
う
し
ぎ
の
会
』

を
お
迎
え
し
ま
す
。
大
き
な
絵
と

そ
の
演
技
力
で
、
迫
力
あ
る
大
型

紙
芝
居
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
20
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時

会
場
　
大
和
公
民
館
１
階
和
室

内
容
　
紙
芝
居
を
楽
し
も
う
！

対
象
　
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
と

保
護
者

料
金
　
無
料
（
予
約
不
要
）

掲 示 板 市などからのお知らせ ●

「
魚
沼
へ
」の
編
集
長
が
み
た

南
魚
沼
の
豊
さ

森
田
洋
さ
ん
講
演
会

【
問
合
せ
】

南
魚
沼
市
図
書
館

☎
７
７
３

－

６
６
７
７

雪
室・雪
山
最
前
線
セ
ミ
ナ
ー

雪
が
拓
く
農
業
の
可
能
性
を
考
え
る

【
問
合
せ
】

農
林
課
農
業
振
興
係

☎
７
７
３

－

６
６
６
３

第
57
回
雪
譜
ま
つ
り
俳
句
大
会

作
品
募
集

【
問
合
せ・応
募
】

塩
沢
公
民
館

☎
７
８
２

－

０
１
０
０

第
10
回
南
魚
沼
市
囲
碁・

将
棋
大
会
結
果

【
問
合
せ
】

中
央
公
民
館

☎
７
７
３

－

６
６
１
０

に
い
が
た「
な
り
わ
い
の
匠
」

認
定
制
度
説
明
会
を
開
催

【
問
合
せ・申
込
み
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

農
林
振
興
部
企
画
振
興
課

☎
７
７
２

－

３
９
１
８

あ
な
た
も
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
〜

「
サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
う
お

ぬ
ま
２
０
１
４
」

【
問
合
せ
】

サ
ン
タ
プ
ロ
ジェク
ト
う
お
ぬ
ま

事
務
局（
島
田
）

☎
０
９
０

－

８
２
５
３

－

１
９
５
４

Ｅ‐

メ
ー
ル
：izaya6111@yahoo.co.jp

た
ん
ぽ
ぽ
座 
よ
み
き
か
せ
の
つ
ど
い

紙
芝
居
を
楽
し
も
う
〜

『
ひ
ょ
う
し
ぎ
の
会
』を
迎
え
て

【
問
合
せ
】

大
和
公
民
館　

☎
７
７
７

－
４
６
７
１

心
の
健
康
相
談
会

【
問
合
せ・申
込
み
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
環
境
部
地
域
保
健
課

☎
７
７
２

－
８
１
３
７

ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ

「
ほ
く
ほ
く
列
車
の
市
」を
開
催

【
問
合
せ
】

ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シェ
事
務
局（
田
村
）

☎
０
９
０

－

４
９
４
３

－

６
１
２
８

　
列
車
内
で
は
、販
売
の
ほ
か
に
、

楽
器
演
奏
も
あ
り
ま
す
。
お
誘
い

あ
わ
せ
て
、
乗
車
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
14
日
（
日
）

①
六
日
町
駅
午
前
９
時
着
／
10
時

５
分
発
〜
十
日
町
駅
10
時
22
分

着
／
11
時
46
分
発
〜
六
日
町
駅

午
後
12
時
15
分
着

②
六
日
町
駅
午
後
１
時
９
分
発
〜

十
日
町
駅
１
時
26
分
着
／
１
時

40
分
発
〜
六
日
町
駅
２
時
９
分

着
※
十
日
町
駅
の
「
パ
ン
の
市
」
は

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見・要

望
・
提
案
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ（
不
定

期
）で
紹
介
し
ま
す
。

※
市
民
か
ら
の
意
見・要
望・提
案

は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
掲
載

し
て
い
ま
す（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
サ

イ
ド
市
政
へ
の
声
コ
ー
ナ
ー「
主

な
寄
せ
ら
れ
た
声
」か
ら
閲
覧
く

だ
さ
い
）

【
市
民
か
ら
の
意
見
・
提
案
な
ど
】

　
南
魚
沼
市
図
書
館
の
入
口
付
近

掲 示 板● 市などからのお知らせ

囲碁の部
優　　勝
準 優 勝
第 ３ 位

A　級
若　井　　　博
井　口　　　一
宮　本　　　明

B　級
渡　辺　智　久
佐　藤　哲　雄
田　村　千葉雄

C　級
片　山　　　覚
佐　藤　喜久治
豊　島　秀　夫

将棋の部
優　　勝
準 優 勝
第 ３ 位

A　級
宮　﨑　　　敏
高　桑　一　博
三　輪　清　一

B　級
渡　辺　勝　夫
笠　原　誠　二
川　島　　　広

【
問
合
せ
】

秘
書
広
報
室

☎
７
７
３

－

６
６
５
８

市
民
の
声
①

新
図
書
館
に
つ
い
て

シリーズ
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南魚沼市表彰条例に基づき感謝状を贈呈
岡村 誠さん〔東京都〕

　10月27日（月）、南魚沼市ふるさと応援寄付金として、121万1千円のご寄付
をいただいた岡村 誠さんに感謝状を贈呈しました。岡村さんは樺野沢地区の
出身で、「ふるさとを出て60年、喜寿を迎えました。ふるさとの躍進を楽しみにし
ています」と応援の言葉もいただきました。
　市長は「ご寄付に感謝し、さらなる市の発展のために有効に活用させてい
ただきます」と感謝の気持ちを伝えました。

優良工事・優秀技術者表彰式　11月18日㈫、優良工事３件・優秀技術者３人を表彰
【問合せ】財政課 契約検査班　☎773－6671

　市の優良工事・優秀技術者表彰要綱に基づき、市が発注した公共工事で、平成25年度に完成し、特に優秀な成
績をおさめた３工事３企業体と、３人の技術者に表彰状を授与しました。

◆優良工事（写真前列左から）
　●　小島・阿部特定共同企業体
　　　　　小島　勉さん　阿部　誠さん
　●　富山・研電舎特定共同企業体
　　　　　富山　洋さん　貝瀬　健一さん
　●　新潟セルテック・笛田特定共同企業体
　　　　　角山　登一郎さん　笛田　俊彦さん
◆優秀技術者（写真後列左2番目から）
　●　阿部　正雄さん　〔上記❶工事〕
　●　勝又　文男さん　〔上記❷工事〕
　●　中島　一貴さん　〔上記❸工事〕

◆優良工事
❶大原運動公園野球場電気設備（弱電）工事 ［受注者］小島・阿部特定共同企業体　　　　　

[スコアボードなどの電気設備を行った工事です]
　スコアボードという施工経験のない特殊製品の性質を十分に
理解し、プレーを行う選手の視認性や、使い勝手を向上させる
操作性の検討、維持管理面における安全性への対策を十分に行
い、品質の向上に努められました。
　公園利用者の安全に細心の注意を払うなど、工事全般におい
ても優れた施工が評価されました。

❷大原運動公園野球場電気設備（強電）工事 ［受注者］富山・研電舎特定共同企業体　　　　

［ナイター照明などの電気設備を行った工事です］
　野球場という建築物の性質を十分理解したうえで、周辺地域
への配慮や豪雪への対策、維持管理面、使い勝手に対する検討
を行い、品質の向上に努められました。
　公園利用者の安全に細心の注意を払い、関連工事との円滑な
調整など、工事全般においても優れた施工が評価されました。

❸大原運動公園野球場建築工事 ［受注者］新潟セルテック・笛田特定共同企業体

［管理棟やスタンドなどを建築した工事です］
　周辺地域への配慮や積雪に対する十分な検討を行い、既存の
工法にとらわれることなく、どうすればよいものが出来るのか
を常に念頭に置き、野球場建設関連工事全体を統括し、品質向
上に努められました。
　公園利用者の安全に細心の注意を払うなど、工事全般におい
ても優れた施工が評価されました。

南魚沼市10周年感謝祭を開催しました
第10回 八色の森市民まつり

　南魚沼市が市制施行をした11月１日に合わせ、11月１日（土）と２日（日）に第
10回 八色の森市民まつりを、「南魚沼市10周年感謝祭」として八色の森公園
で開催しました。「ご当地グルメでまちおこしの祭典！B-１ グランプリ」に出展し
ている10団体も参加しました。２日間で39,000人が訪れ、世界で活躍するプロ
ダンサーのダンスを楽しんだり、B-１グランプリのグルメに舌鼓を打ちました。

第10回南魚沼市縦断駅伝大会を開催しました
　10月26日(日)、第10回南魚沼市縦断駅伝大会を開催しました。8区間、32.7
キロメートルを、102チームがタスキをつなげてゴールを目指しました。
　井口市長は開会式の挨拶で、「天候にも恵まれた第10回目のこの大会を、
応援するみなさんの期待に応えられるように全力で駆け抜けてください」と述べ
ました。開会式では、10年連続で縦断駅伝大会に参加した38人に、記念の
ティーシャツも送られました。

放課後児童クラブ「上田クラブ」の開所式を行いました
　11月７日（金）、南魚沼市に合併前の旧３町を構成していた旧町村の12地区
で、最後の開設となった上田地区の放課後児童クラブ「上田クラブ」の開所式
を行いました。
　上田クラブは、第一上田小学校と第二上田小学校児童の学童保育の場と
して、第一上田小学校隣りに開設されました。
　開所式では、上田クラブを利用する児童たちから、元気いっぱいの市歌斉
唱とあいさつがありました。

10年後の南魚沼市〔夢〕作文コンクールの表彰式が開催されました
　11月21日（金）、市制施行10周年と南魚沼市議会議員会（議員互
助会組織）創設10周年を記念し、議員会主催で実施された作文コ
ンクールの表彰式が開催されました。今年度に10歳となる小学４年
生から成人を迎える「10年後の南魚沼市」をテーマに、530作品の応
募があり、20人が、最優秀賞・特別賞・優秀賞の表彰を受けました。
　表彰作文は、南魚沼市図書館、市役所各庁舎と市ウェブサイト（市
議会ページ）で閲覧することができます。
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南魚沼市表彰条例に基づき感謝状を贈呈
岡村 誠さん〔東京都〕

　10月27日（月）、南魚沼市ふるさと応援寄付金として、121万1千円のご寄付
をいただいた岡村 誠さんに感謝状を贈呈しました。岡村さんは樺野沢地区の
出身で、「ふるさとを出て60年、喜寿を迎えました。ふるさとの躍進を楽しみにし
ています」と応援の言葉もいただきました。
　市長は「ご寄付に感謝し、さらなる市の発展のために有効に活用させてい
ただきます」と感謝の気持ちを伝えました。

優良工事・優秀技術者表彰式　11月18日㈫、優良工事３件・優秀技術者３人を表彰
【問合せ】財政課 契約検査班　☎773－6671

　市の優良工事・優秀技術者表彰要綱に基づき、市が発注した公共工事で、平成25年度に完成し、特に優秀な成
績をおさめた３工事３企業体と、３人の技術者に表彰状を授与しました。

◆優良工事（写真前列左から）
　●　小島・阿部特定共同企業体
　　　　　小島　勉さん　阿部　誠さん
　●　富山・研電舎特定共同企業体
　　　　　富山　洋さん　貝瀬　健一さん
　●　新潟セルテック・笛田特定共同企業体
　　　　　角山　登一郎さん　笛田　俊彦さん
◆優秀技術者（写真後列左2番目から）
　●　阿部　正雄さん　〔上記❶工事〕
　●　勝又　文男さん　〔上記❷工事〕
　●　中島　一貴さん　〔上記❸工事〕

◆優良工事
❶大原運動公園野球場電気設備（弱電）工事 ［受注者］小島・阿部特定共同企業体　　　　　

[スコアボードなどの電気設備を行った工事です]
　スコアボードという施工経験のない特殊製品の性質を十分に
理解し、プレーを行う選手の視認性や、使い勝手を向上させる
操作性の検討、維持管理面における安全性への対策を十分に行
い、品質の向上に努められました。
　公園利用者の安全に細心の注意を払うなど、工事全般におい
ても優れた施工が評価されました。

❷大原運動公園野球場電気設備（強電）工事 ［受注者］富山・研電舎特定共同企業体　　　　

［ナイター照明などの電気設備を行った工事です］
　野球場という建築物の性質を十分理解したうえで、周辺地域
への配慮や豪雪への対策、維持管理面、使い勝手に対する検討
を行い、品質の向上に努められました。
　公園利用者の安全に細心の注意を払い、関連工事との円滑な
調整など、工事全般においても優れた施工が評価されました。

❸大原運動公園野球場建築工事 ［受注者］新潟セルテック・笛田特定共同企業体

［管理棟やスタンドなどを建築した工事です］
　周辺地域への配慮や積雪に対する十分な検討を行い、既存の
工法にとらわれることなく、どうすればよいものが出来るのか
を常に念頭に置き、野球場建設関連工事全体を統括し、品質向
上に努められました。
　公園利用者の安全に細心の注意を払うなど、工事全般におい
ても優れた施工が評価されました。

南魚沼市10周年感謝祭を開催しました
第10回 八色の森市民まつり

　南魚沼市が市制施行をした11月１日に合わせ、11月１日（土）と２日（日）に第
10回 八色の森市民まつりを、「南魚沼市10周年感謝祭」として八色の森公園
で開催しました。「ご当地グルメでまちおこしの祭典！B-１ グランプリ」に出展し
ている10団体も参加しました。２日間で39,000人が訪れ、世界で活躍するプロ
ダンサーのダンスを楽しんだり、B-１グランプリのグルメに舌鼓を打ちました。

第10回南魚沼市縦断駅伝大会を開催しました
　10月26日(日)、第10回南魚沼市縦断駅伝大会を開催しました。8区間、32.7
キロメートルを、102チームがタスキをつなげてゴールを目指しました。
　井口市長は開会式の挨拶で、「天候にも恵まれた第10回目のこの大会を、
応援するみなさんの期待に応えられるように全力で駆け抜けてください」と述べ
ました。開会式では、10年連続で縦断駅伝大会に参加した38人に、記念の
ティーシャツも送られました。

放課後児童クラブ「上田クラブ」の開所式を行いました
　11月７日（金）、南魚沼市に合併前の旧３町を構成していた旧町村の12地区
で、最後の開設となった上田地区の放課後児童クラブ「上田クラブ」の開所式
を行いました。
　上田クラブは、第一上田小学校と第二上田小学校児童の学童保育の場と
して、第一上田小学校隣りに開設されました。
　開所式では、上田クラブを利用する児童たちから、元気いっぱいの市歌斉
唱とあいさつがありました。

10年後の南魚沼市〔夢〕作文コンクールの表彰式が開催されました
　11月21日（金）、市制施行10周年と南魚沼市議会議員会（議員互
助会組織）創設10周年を記念し、議員会主催で実施された作文コ
ンクールの表彰式が開催されました。今年度に10歳となる小学４年
生から成人を迎える「10年後の南魚沼市」をテーマに、530作品の応
募があり、20人が、最優秀賞・特別賞・優秀賞の表彰を受けました。
　表彰作文は、南魚沼市図書館、市役所各庁舎と市ウェブサイト（市
議会ページ）で閲覧することができます。
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●　問合せ／医療対策室　☎773-6706

南魚沼市　救急医療 検 索

市報ウェブサイト版 南魚沼市　市報 検 索http://www.city.minamiuonuma.niigata.jp/
市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。　この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

日にち
12月カレンダー2014. DECEMBER.CALENDAR

行事名・時間・会場など

■ 時　間　9：30～15：30
 「ほのぼの広場」は、各地区★印の会場で開催します。

● 12月４日（木）　10：30～
　支援講座「クリスマス飾りを作ろう」講師：保育士

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報
交換」「育児相談」などに利用ください。

【問合せ】 子育て支援センター ☎７７2－7754

★大和会場：大和庁舎（３Ｆ）
　毎週 月・火・木曜日

● 12月10日（水）　10：30～
　支援講座「クリスマス飾りを作ろう」講師：保育士
※どの会場にも参加できます。予約は不要です
　保険料として1人10円をお願いします

★塩沢会場：塩沢庁舎（北棟２Ｆ）
　毎週 火・水・金曜日

● 12月９日（火）　10：30～
　支援講座「クリスマス飾りを作ろう」講師：保育士

★六日町会場：ふれ愛支援センター（２Ｆ）
　毎週 月～土曜日
　※土曜日は入園している未満児クラスの人も利用できます

12月６日～14日
ウェブサイト

●人口 59,734人（先月比 ３）
●男 29,210人（先月比 ６） ●女 30,524人（先月比 －３）
●世帯数 19,689戸（先月比 １）

市民の動き
（平成26年10月末日現在）

12月12日（金）　13:30～16:00　塩沢老人福祉センター
12月15日（月）　13:30～15:30　働く婦人の家〔浦佐〕
12月24日（水）　14:00～16:00　本庁舎
【問合せ】総務課　防災庶務班 　☎773-6660
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ほ 広 場の ぼ の

行政
困りごと
相談日

救急医療当番

●　脳神経外科の休日救急医療　齋藤記念病院　☎773-5111
（診療時間：土曜12：00～翌朝6：00、日曜・祝日6：00～翌朝6：00）
※服用している薬がある場合は、お薬手帳や服用している薬をお持ちください。乳幼児
　の受診の場合は、母子手帳をお持ちください

●　休日救急診療所の所在地
市役所本庁舎南分館
（旧南魚沼市保健センター内）
☎773-6688（日曜・祝日のみ）
●　新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025-288-2525
休日の夜間に子どもの具合が悪くなった
ときに利用ください。経験豊富な看護師が、必要に応じ
て医師のアドバイスを受けながら相談に応じます。
（土曜・休日19：00～ 22：00）
◆　医療機関の適切な利用に協力をお願いします　◆
通常の診療時間のほうが医師やスタッフも揃っているの
で、夜間より適切な治療が受けられます。できるだけ通
常の時間に受診しましょう。また、医療や健康のことを気軽に相談できる
「かかりつけ医」を持ちましょう。病状に応じて適切な病院や医師に紹介
してもらえるので、いざというときも安心です。

日にち 受付時間 医療機関 電話番号診療科

2014.12
DECEM

BER

14●日 城内地区第３回「そだち学級」
10：00～11：30　城内地域開発センター

ヤングプラザ　クリスマスケーキ教室
18：30～21：30　塩沢公民館

11●木
10●水

コミュニケーション・セミナー
14：00～15：30　子ども・若者育成支援センター

12●金 乳幼児おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

25●木 第１2回農業委員会総会
９：30～　大和庁舎３階 旧議場

21●日 猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　FMゆきぐに

16● 第１回「親子サロン」
10：00～11：30　市民会館

米倉医院内科

外科

13：30～16：00 ７78－１121
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 ７77－2111

ゆきぐに大和病院 ７77－2111

坂内医院内科

外科

13：30～16：00 ７７6－２０15
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00 六日町病院 ７7２－7111

六日町病院 ７7２－7111

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 ７73－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 六日町病院 ７7２－7111

６日
 （土）

7日
 （日）

13日
 （土）

14日
 （日）

内科
外科

　9:00～12：00
休日救急診療所 ７73－６６８８

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 ７77－2111

★市消防本部のテレホンガイド　☎782-1991や

　でも当番の確認ができます。

自然・人・産業の和で築く安心のまち
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20● 読書のつどい
14：00～15：30　南魚沼市図書館 多目的室土

六日町地区第４回「そだち学級」
10：00～11：30　ふれ愛支援センター

大和地域第３回「そだち学級」
10：00～11：30　大和公民館

13● 五十沢地区第４回「そだち学級」
10：00～11：30　五十沢地域開発センター土

◆今月の表紙
　11月３日（月・祝）開催の「しおざわ秋の収穫祭」で行われた塩
沢織物の機織り体験。糸を1本１本丁寧に織り込みます。

必ず受診前に電話で症状を伝え、対応が可能か確認してください

「塩沢織物の機織り体験」
～きれいな織物になぁれ～

「塩沢織物の機織り体験」
～きれいな織物になぁれ～

　2014年も残り1か月となりました。今年は、南魚沼市市制施行
10周年を記念し、多くのイベントが開催されました。後半のイベン
トで悪天候のときもありましたが、いつもの年に増して皆さんも楽し
まれたのではないでしょうか。多くのイベントを取材させていただ
いた本年に感謝し、気持ちを新たに来年からの取材に励みたいと
思います。 （秘書広報室　阿部）


